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［ＫＬ５Ｃ８０１２の命令について］ 

 

 ＫＬ５Ｃ８０１２はＺ８０の命令を全く同じように実行するのですが、命令を実行するクロック数が異なっています。たとえば ＬＤ Ｂ，Ｃ 

という命令をＺ８０は４クロックで実行しますが、ＫＬ５Ｃ８０１２は１クロックで実行してしまいます。Ｚ８０マイコンボードＮＤ８０Ｚ３．５のＣ

ＰＵクロックは６ＭＨｚです。これに対してＫＬ５Ｃ８０１２のＣＰＵクロックは１０ＭＨｚです。ＫＬ５Ｃ８０１２は６ＭＨｚのＺ８０に対して優に６

倍速で動作するのです。 

 ＣＰＵクロックについては通常のプログラムでは特に意識する必要はありません。しかしある種のプログラム、たとえば一定時間ル

ープを作って待つとか正確な時間幅のパルスを出力するときには命令の正確な実行時間が必要になります。 

 そのようなときの参考になるように各命令毎にＫＬ５Ｃ８０１２の実行クロック数を追記しました。なおＫＬ５Ｃ８０１２の本来の実行クロ

ックではメモリのアクセスが余りに高速になるため、特にＲＯＭアクセスがきびしくなります。そこでＫＬ５Ｃ８０Ａ１２版ＮＤ８０ＫＬ／８６で

は、メモリアクセス時に１クロックウェイトをかけています（Ｉ／Ｏアクセスにも１クロックウェイトを挿入します）。 

 この説明書ではＫＬ５Ｃ８０１２本来のクロック数にＫＬ５Ｃ８０Ａ１２版ＮＤ８０ＫＬ／８６で加算されるウェイトクロックを合わせて表記し

ました。 

［表記例］ 

ＬＤ Ｂ，Ｃ    （Ｚ８０の）クロック ４  ＫＬ５Ｃ８０１２のクロック １＋１＝２ 

ＬＤ ＨＬ，（ｎｎ） （Ｚ８０の）クロック １６  ＫＬ５Ｃ８０１２のクロック ５＋３＋２＝１０ 

ＬＤＩ        （Ｚ８０の）クロック １６  ＫＬ５Ｃ８０１２のクロック ５＋２＝７ 

ＯＵＴ （ｎ），Ａ  （Ｚ８０の）クロック １１  ＫＬ５Ｃ８０１２のクロック ４＋２＋１＝７ 

 ＫＬ５Ｃ８０１２のクロックの最初の数値が本来のクロック数です。次の数は命令コードを１バイト読み込む毎に加算される数でオペラ

ンドを含めた命令バイト数と一致します。３番目の数は命令の実行の結果、メモリやＩ／Ｏをアクセスする場合に追加されるウェイトでＩ

／Ｏは＋１ですがメモリに対しては命令により＋１（１バイトアクセス）の場合と＋２（２バイトアクセス）の場合があります。 

 命令の実行時間はこの合計クロックを１クロックタイム（１０ＭＨｚ＝０．１μＳ）にかけることで得られます。 

 

［はじめに］ 

 

 Ｚ８０はザイログ社が開発した８ビットＣＰＵで、８０８０（インテル社）の命令の全てを含み、さらにその上全く新しい多くの命令を実行

することができます。８０８０の命令については全く同じ命令コードで８０８０と同じ動作をしますが、Ｚ８０と８０８０はメーカーが異なるた

め同じ命令コードであってもニーモニックは異なっています。 

 例） コード７Ｅのときザイログ社は ＬＤ Ａ，（ＨＬ） インテル社は ＭＯＶ Ａ，Ｍ と表記します。 

 この説明書ではＺ８０ニーモニック（ザイログニーモニック）に従って説明してありますが、同時に８０８０ニーモニック（インテルニーモ

ニック）も併記してあります。説明の後ろに（ ）で記してあるのがインテルニーモニックです。インテルニーモニックが記してない命令

は８０８０には無くて新たにＺ８０で追加された命令です。 

 

Ⅰ． レジスタについて 

 ８ビットレジスタＢ、Ｃ、Ｄ、Ｅ、Ｈ、Ｌ、Ａ、Ｆ １６ビットレジスタＳＰ、ＰＣについては８０８０と全く同じです。Ｚ８０にはこの他に裏レジスタ

としてＢ’、Ｃ’、Ｄ’、Ｅ’、Ｈ’、Ｌ’、Ａ’、Ｆ’がありＥＸ命令で交互に使用することができますが、初心者が使用すると混乱しますので慣

れるまでは使わない方が良いでしょう。この他にインデックスレジスタ ＩＸ、ＩＹ（１６ビット）があります。これによって相対アドレッシング

が可能になっています。この他ＩレジスタとＲレジスタがありますが普通の処理では使いません。 

 

Ⅱ． ８ビット転送命令 

 ［注］以下の説明中、クロックというのはその命令を実行するのに必要なサイクル数のことで、ＣＰＵクロックが６ＭＨｚのとき、１クロッ

クは１／６μＳ（０．１６７μＳ）になります。したがってたとえばクロック＝７の命令の実行時間は０．１６７×７＝１．１３４μＳになりま

す。 

 ＫＬ５Ｃ８０１２はＣＰＵクロックが１０ＭＨｚなので１クロックは０．１μＳになります。たとえばＬＤ ｒ，ｒ‘のクロックは１＋１＝２なので実

行時間は０．１×２＝０．２μＳになります。 

 

１． ＬＤ ｒ，ｒ’       コード （表１）  クロック４ （ＫＬ５Ｃ８０１２のクロック １＋１＝２） 

 ｒ、ｒ’はＢ、Ｃ、Ｄ、Ｅ、Ｈ、Ｌ、Ａを表します。ｒ’の内容をｒに転送します。ｒ’の内容は変化しません。（８０８０ニーモニック ＭＯＶ ｒ１，ｒ

２） 

 

２． ＬＤ ｒ，（ＨＬ）     コード （表２）  クロック７ （ＫＬ５Ｃ８０１２のクロック ２＋１＋１＝４） 

 （ＨＬ）はＨＬレジスタで示されるメモリを表します。（ＨＬ）の内容をｒに転送します。（ＨＬ）の内容は変化しません。（８０８０ニーモニック 

ＭＯＶ ｒ，Ｍ） 
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             （表１）                          （表２）       （表３） 

                    ｒ’ 

    Ｂ  Ｃ  Ｄ  Ｅ  Ｈ  Ｌ  Ａ      ｒ      ｒ 

  Ｂ ４０ ４１ ４２ ４３ ４４ ４５ ４７     Ｂ ４６   Ｂ ７０ 

  Ｃ ４８ ４９ ４Ａ ４Ｂ ４Ｃ ４Ｄ ４Ｆ     Ｃ ４Ｅ   Ｃ ７１ 

  Ｄ ５０ ５１ ５２ ５３ ５４ ５５ ５７     Ｄ ５６   Ｄ ７２  

ｒ Ｅ ５８ ５９ ５Ａ ５Ｂ ５Ｃ ５Ｄ ５Ｆ     Ｅ ５Ｅ   Ｅ ７３ 

  Ｈ ６０ ６１ ６２ ６３ ６４ ６５ ６７     Ｈ ６６   Ｈ ７４ 

  Ｌ ６８ ６９ ６Ａ ６Ｂ ６Ｃ ６Ｄ ６Ｆ     Ｌ ６Ｅ   Ｌ ７５ 

  Ａ ７８ ７９ ７Ａ ７Ｂ ７Ｃ ７Ｄ ７Ｆ     Ａ ７Ｅ   Ａ ７７ 

 

３． ＬＤ （ＨＬ），ｒ     コード （表３）  クロック７ （ＫＬ５Ｃ８０１２のクロック ２＋１＋１＝４） 

 ｒの内容を（ＨＬ）に転送します。ｒの内容は変化しません。（８０８０ニーモニック ＭＯＶ Ｍ，ｒ） 

 

４． ＬＤ ｒ，ｎ     コード （表４）  クロック７ （ＫＬ５Ｃ８０１２のクロック ２＋２＝４） 

 ｎはこの命令コードの次のアドレスに書かれたデータを示します。８ビットデータｎをｒに転送します。（８０８０ニーモニック ＭＶＩ ｒ，Ｂ

２） 

 

５． ＬＤ （ＨＬ），ｎ     コード ３６××  クロック１０ （ＫＬ５Ｃ８０１２のクロック ３＋２＋１＝６） 

 ｎを（ＨＬ）に転送します（××は任意の８ビットデータを表します）。（８０８０ニーモニック ＭＶＩ Ｍ，Ｂ２） 

 

   （表４）           （表５）              （表６） 

 ｒ         ｒ           ｒ 

 Ｂ ０６××    Ｂ ＤＤ４６××    Ｂ ＦＤ４６×× 

 Ｃ ０Ｅ××    Ｃ ＤＤ４Ｅ××    Ｃ ＦＤ４Ｅ×× 

 Ｄ １６××    Ｄ ＤＤ５６××    Ｄ ＦＤ５６×× 

 Ｅ １Ｅ××    Ｅ ＤＤ５Ｅ××    Ｅ ＦＤ５Ｅ×× 

 Ｈ ２６××    Ｈ ＤＤ６６××    Ｈ ＦＤ６６×× 

 Ｌ ２Ｅ××    Ｌ ＤＤ６Ｅ××    Ｌ ＦＤ６Ｅ×× 

 Ａ ３Ｅ××    Ａ ＤＤ７Ｅ××    Ａ ＦＤ７Ｅ×× 

                表５、表６の××はインデックスレジスタに対する増分ｄを示します 

 

６． ＬＤ Ａ，（ＢＣ）     コード ０Ａ  クロック７ （ＫＬ５Ｃ８０１２のクロック ３＋１＋１＝５） 

 （ＢＣ）はＢＣレジスタで示されるメモリを表します。（ＢＣ）の内容をＡに転送します。（ＢＣ）の内容は変化しません。（８０８０ニーモニッ

ク ＬＤＡＸ Ｂ） 

 

７． ＬＤ Ａ，（ＤＥ）     コード １Ａ  クロック７ （ＫＬ５Ｃ８０１２のクロック ３＋１＋１＝５） 

 （ＤＥ）はＤＥレジスタで示されるメモリを表します。（ＤＥ）の内容をＡに転送します。（ＤＥ）の内容は変化しません。（８０８０ニーモニッ

ク ＬＤＡＸ Ｄ） 

 

８． ＬＤ Ａ，（ｎｎ）     コード ３Ａ××××  クロック１３ （ＫＬ５Ｃ８０１２のクロック ４＋３＋１＝８） 

 （ｎｎ）は命令コード３Ａに続く２バイトデータで示されるアドレスのメモリを表します。（ｎｎ）の内容をＡに転送します。（ｎｎ）の内容は変

化しません。（８０８０ニーモニック ＬＤＡ Ｂ３Ｂ２） 

 この命令のように２バイトのデータを扱う場合には先に来るほうが下位アドレスであとに上位アドレスがきます。たとえば１２３４番地

の内容を転送する場合のコードは３Ａ３４１２になります。 

 

９． ＬＤ （ＢＣ），Ａ     コード ０２  クロック７ （ＫＬ５Ｃ８０１２のクロック ３＋１＋１＝５） 

 Ａの内容を（ＢＣ）に転送します。Ａの内容は変化しません。（８０８０ニーモニック ＳＴＡＸ Ｂ） 

 

１０． ＬＤ （ＤＥ），Ａ     コード １２  クロック７ （ＫＬ５Ｃ８０１２のクロック ３＋１＋１＝５） 

 Ａの内容を（ＤＥ）に転送します。Ａの内容は変化しません。（８０８０ニーモニック ＳＴＡＸ Ｄ） 

 

１１． ＬＤ （ｎｎ），Ａ     コード ３２××××  クロック１３ （ＫＬ５Ｃ８０１２のクロック ４＋３＋１＝８） 

 Ａの内容を（ｎｎ）に転送します。Ａの内容は変化しません。（８０８０ニーモニック ＳＴＡ Ｂ３Ｂ２） 

 ｎｎの実際の表記については ８．ＬＤ Ａ，（ｎｎ） の説明を参照してください。 

 

１２． ＬＤ ｒ，（ＩＸ＋ｄ）     コード （表５）  クロック１９ （ＫＬ５Ｃ８０１２のクロック ５＋３＋１＝９） 

 （ＩＸ＋ｄ）の内容をｒに転送します。（ＩＸ＋ｄ）はインデックスレジスタＩＸで示されるアドレスに＋ｄしたアドレスのメモリを示します。ｄは

＋方向に００～７Ｆ、－方向にＦＦ～８０までの数が許されます。ＦＦは＋ＦＦ（１０進の２５５ではなくて符号付数で－１を意味します。００
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～７ＦはＩＸで示すアドレス値にそのまま加算されて真のアドレスを示しますが、ＦＦ～８０はＩＸで示すアドレス値に対してＦＦＦＦ～ＦＦ８０

の加算が行われます。実際には１～８０がＩＸの値から減算されてそれが真のアドレスになります。（ＩＸ＋ｄ）の内容は変化しません。 

 

１３． ＬＤ ｒ，（ＩＹ＋ｄ）     コード （表６）  クロック１９ （ＫＬ５Ｃ８０１２のクロック ５＋３＋１＝９） 

 ＩＸのかわりにＩＹを使うだけで動作は １２． と同じです。 

 

１４． ＬＤ （ＩＸ＋ｄ),ｒ      コード（表７）   クロック１９ （ＫＬ５Ｃ８０１２のクロック ５＋３＋１＝９）  

 １２．ＬＤ ｒ，（ＩＸ＋ｄ）とは逆にｒに（ＩＸ＋ｄ）の内容を入れます。 

               

１５． ＬＤ （ＩＹ＋ｄ),ｒ      コード（表８）   クロック１９ （ＫＬ５Ｃ８０１２のクロック ５＋３＋１＝９）  

 １３．ＬＤ ｒ，（ＩＹ＋ｄ）とは逆にｒに（ＩＹ＋ｄ）の内容を入れます。 

                  （表７）              （表８） 

           ｒ           ｒ 

           Ｂ ＤＤ７０××    Ｂ ＦＤ７０×× 

           Ｃ ＤＤ７１××    Ｃ ＦＤ７１×× 

           Ｄ ＤＤ７２××    Ｄ ＦＤ７２×× 

           Ｅ ＤＤ７３××    Ｅ ＦＤ７３×× 

           Ｈ ＤＤ７４××    Ｈ ＦＤ７４×× 

           Ｌ ＤＤ７５××    Ｌ ＦＤ７５×× 

           Ａ ＤＤ７７××    Ａ ＦＤ７７×× 

                表７、表８の××はインデックスレジスタに対する増分ｄを示します 

 

１６． ＬＤ （ＩＸ＋ｄ),ｎ   コード ＤＤ３６××○○  クロック１９ （ＫＬ５Ｃ８０１２のクロック ５＋４＋１＝１０） 

 （ＩＸ＋ｄ）にデータｎを転送します。（××はインデックスレジスタの増分ｄ，  ○○は８ビットのデータｎを示します。）                      

 

１７．  ＬＤ （ＩＹ＋ｄ),ｎ  コード ＦＤ３６××○○  クロック１９  （ＫＬ５Ｃ８０１２のクロック ５＋４＋１＝１０） 

 （ＩＹ＋ｄ）にデータｎを転送します。（××はインデックスレジスタの増分ｄ，  ○○は８ビットのデータｎを示します。）                      

                      

以上の他にＬＤ Ａ,Ｉ  ＬＤ Ａ,Ｒ  ＬＤ Ｉ,Ａ  ＬＤ Ｒ,Ａの４命令がありますが一般には使いません。ここでは説明を省略します。 

 

Ⅲ．１６ビット転送命令（この命令群もフラグに影響を与えません） 

 

１８． ＬＤ ＢＣ,ｎｎ      コード ０１××××    クロック１０ （ＫＬ５Ｃ８０１２のクロック ３＋３＝６） 

 １６ビットのデータｎｎをペアレジスタＢＣに転送します。（８０８０ニーモニック ＬＸＩ Ｂ，Ｂ3Ｂ2 ） 

 ｎｎの実際の表記については ８．ＬＤ Ａ，（ｎｎ） の説明を参照してください。 

 

１９． ＬＤ ＤＥ,ｎｎ      コード １１××××    クロック１０ （ＫＬ５Ｃ８０１２のクロック ３＋３＝６） 

 ｎｎをＤＥに転送します。（８０８０ニーモニック ＬＸＩ Ｄ,Ｂ3Ｂ2 ） 

 ｎｎの実際の表記については ８．ＬＤ Ａ，（ｎｎ） の説明を参照してください。 

                

２０． ＬＤ ＨＬ,ｎｎ      コード ２１××××    クロック１０ （ＫＬ５Ｃ８０１２のクロック ３＋３＝６） 

 ｎｎをＨＬに転送します。（８０８０ニーモニック ＬＸＩ Ｈ,Ｂ3Ｂ2 ） 

 ｎｎの実際の表記については ８．ＬＤ Ａ，（ｎｎ） の説明を参照してください。 

 

２１．  ＬＤ ＳＰ,ｎｎ     コード ３１××××    クロック１０ （ＫＬ５Ｃ８０１２のクロック ３＋３＝６） 

 ｎｎをＳＰに転送します。（８０８０ニーモニック ＬＸＩ ＳＰ,Ｂ3Ｂ2 ） 

 ｎｎの実際の表記については ８．ＬＤ Ａ，（ｎｎ） の説明を参照してください。 

 

22. ＬＤ ＩＸ,ｎｎ        コード ＤＤ２１××××  クロック１４ （ＫＬ５Ｃ８０１２のクロック ４＋４＝８）       

 ｎｎをＩＸに転送します。 

 ｎｎの実際の表記については ８．ＬＤ Ａ，（ｎｎ） の説明を参照してください。 

 

２３． ＬＤ ＩＹ,ｎｎ       コード ＦＤ２１××××   クロック１４ （ＫＬ５Ｃ８０１２のクロック ４＋４＝８）        

 ｎｎをＩＹに転送します。 

 ｎｎの実際の表記については ８．ＬＤ Ａ，（ｎｎ） の説明を参照してください。 

                            

２４． ＬＤ ＨＬ,（ｎｎ）    コード ２Ａ××××    クロック１６ （ＫＬ５Ｃ８０１２のクロック ５＋３＋２＝１０） 

 ２バイトのデータｎｎによって示されるアドレスのメモリ内容をＬに、ｎｎ＋１番地のメモリ内容をＨに転送します。（８０８０ニーモニック 

ＬＨＬＤ Ｂ3Ｂ2 ） 
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 ｎｎの実際の表記については ８．ＬＤ Ａ，（ｎｎ） の説明を参照してください。 

 

２５． ＬＤ ＢＣ,（ｎｎ）    コード ＥＤ４Ｂ××××  クロック２０ （ＫＬ５Ｃ８０１２のクロック ６＋４＋２＝１２） 

 （ｎｎ）をＣへ、（ｎｎ＋１）をＢへ転送します。 

 ｎｎの実際の表記については ８．ＬＤ Ａ，（ｎｎ） の説明を参照してください。 

 

２６． ＬＤ ＤＥ,（ｎｎ）    コード ＥＤ５Ｂ××××  クロック２０ （ＫＬ５Ｃ８０１２のクロック ６＋４＋２＝１２） 

 （ｎｎ）をＥへ、（ｎｎ＋１）をＤへ転送します。 

 ｎｎの実際の表記については ８．ＬＤ Ａ，（ｎｎ） の説明を参照してください。 

 

２７．  ＬＤ ＳＰ,（ｎｎ）   コード ＥＤ７Ｂ××××  クロック２０ （ＫＬ５Ｃ８０１２のクロック ６＋４＋２＝１２） 

 （ｎｎ）、（ｎｎ＋１）をＳＰへ転送します。 

 ｎｎの実際の表記については ８．ＬＤ Ａ，（ｎｎ） の説明を参照してください。 

 

２８．  ＬＤ ＩＸ,（ｎｎ）   コード ＤＤ２Ａ××××   クロック２０ （ＫＬ５Ｃ８０１２のクロック ６＋４＋２＝１２） 

 （ｎｎ）、（ｎｎ＋１）をＩＸへ転送します。 

 ｎｎの実際の表記については ８．ＬＤ Ａ，（ｎｎ） の説明を参照してください。 

 

２９．  ＬＤ ＩＹ,（ｎｎ）   コード ＦＤ２Ａ××××   クロック２０ （ＫＬ５Ｃ８０１２のクロック ６＋４＋２＝１２） 

 （ｎｎ）、（ｎｎ＋１）をＩＹへ転送します。 

 ｎｎの実際の表記については ８．ＬＤ Ａ，（ｎｎ） の説明を参照してください。 

 

３０．  ＬＤ （ｎｎ）,ＨＬ   コード ２２××××    クロック１６ （ＫＬ５Ｃ８０１２のクロック ５＋３＋２＝１０） 

 Ｌの内容を（ｎｎ）へ、Ｈの内容を（ｎｎ＋１）へ転送します。（８０８０ニーモニック ＳＨＬＤ Ｂ3Ｂ2) 

 ｎｎの実際の表記については ８．ＬＤ Ａ，（ｎｎ） の説明を参照してください。 

 

３１．  ＬＤ （ｎｎ）,ＢＣ   コード ＥＤ４３××××  クロック２０ （ＫＬ５Ｃ８０１２のクロック ６＋４＋２＝１２） 

 Ｃの内容を（ｎｎ）へ、Ｂの内容を（ｎｎ＋１）へ転送します。 

 ｎｎの実際の表記については ８．ＬＤ Ａ，（ｎｎ） の説明を参照してください。 

 

３２．  ＬＤ （ｎｎ）,ＤＥ   コード ＥＤ５３××××  クロック２０ （ＫＬ５Ｃ８０１２のクロック ６＋４＋２＝１２） 

 Ｅの内容を（ｎｎ）へ、Ｄの内容を（ｎｎ＋１）へ転送します。 

 ｎｎの実際の表記については ８．ＬＤ Ａ，（ｎｎ） の説明を参照してください。 

 

３３．  ＬＤ （ｎｎ）,ＳＰ   コード ＥＤ７３××××  クロック２０ （ＫＬ５Ｃ８０１２のクロック ６＋４＋２＝１２） 

 ＳＰの内容を（ｎｎ）、（ｎｎ＋１）へ転送します。 

 ｎｎの実際の表記については ８．ＬＤ Ａ，（ｎｎ） の説明を参照してください。 

 

３４．  ＬＤ （ｎｎ）,ＩＸ   コード ＤＤ２２××××   クロック２０ （ＫＬ５Ｃ８０１２のクロック ６＋４＋２＝１２） 

 ＩＸの内容を（ｎｎ）、（ｎｎ＋１）へ転送します。 

 ｎｎの実際の表記については ８．ＬＤ Ａ，（ｎｎ） の説明を参照してください。 

 

３５．  ＬＤ （ｎｎ）,ＩＹ   コード ＦＤ２２××××   クロック２０ （ＫＬ５Ｃ８０１２のクロック ６＋４＋２＝１２） 

 ＩＹの内容を（ｎｎ）、（ｎｎ＋１）へ転送します。 

 ｎｎの実際の表記については ８．ＬＤ Ａ，（ｎｎ） の説明を参照してください。 

 

３６．  ＬＤ ＳＰ,ＨＬ    コード Ｆ９           クロック６ （ＫＬ５Ｃ８０１２のクロック １＋１＝２）  

 ＨＬの内容をＳＰに転送します。（８０８０ニーモニック ＳＰＨＬ） 

 

３７．  ＬＤ ＳＰ,ＩＸ     コード ＤＤＦ９       クロック１０ （ＫＬ５Ｃ８０１２のクロック ２＋２＝４） 

 ＩＸの内容をＳＰに転送します。 

 

３８．  ＬＤ ＳＰ,ＩＹ     コード ＦＤＦ９       クロック１０ （ＫＬ５Ｃ８０１２のクロック ２＋２＝４） 

 ＩＹの内容をＳＰに転送します。 

 

３９．  ＰＵＳＨ ＢＣ     コード Ｃ５         クロック１１ （ＫＬ５Ｃ８０１２のクロック ４＋１＋２＝７） 

 ペアレジスタＢＣの内容をＳＰで示されるプッシュダウンスタックへ転送します。（ＳＰ－１）←Ｂ，（ＳＰ－２）←Ｃ （８０８０ニーモニック 

ＰＵＳＨ Ｂ） 
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４０．  ＰＵＳＨ ＤＥ     コード Ｄ５         クロック１１ （ＫＬ５Ｃ８０１２のクロック ４＋１＋２＝７） 

 ＤＥの内容をスタックに転送します。（ＳＰ－１）←Ｄ，（ＳＰ－２）←Ｅ 

（８０８０ニーモニック ＰＵＳＨ Ｄ） 

 

４１．  ＰＵＳＨ ＨＬ     コード Ｅ５         クロック１１ （ＫＬ５Ｃ８０１２のクロック ４＋１＋２＝７） 

 ＨＬの内容をスタックに転送します。（ＳＰ－１）←Ｈ，（ＳＰ－２）←Ｌ 

（８０８０ニーモニック ＰＵＳＨ Ｈ） 

 

４２． ＰＵＳＨ ＡＦ      コード Ｆ５         クロック１１ （ＫＬ５Ｃ８０１２のクロック ４＋１＋２＝７） 

 アキュムレータＡとフラグレジスタＦの内容をスタックに転送します。（ＳＰ－１）←Ａ，（ＳＰ－２）←Ｆ 

（８０８０ニーモニック ＰＵＳＨ ＰＳＷ） 

 

４３．  ＰＵＳＨ ＩＸ      コード ＤＤＥ５       クロック１５ （ＫＬ５Ｃ８０１２のクロック ５＋２＋２＝９） 

 ＩＸの内容をスタックに転送します。 

 

４４．  ＰＵＳＨ ＩＹ      コード ＦＤＥ５       クロック１５ （ＫＬ５Ｃ８０１２のクロック ５＋２＋２＝９） 

 ＩＹの内容をスタックに転送します。 

 

４５．  ＰＯＰ ＢＣ       コード Ｃ１        クロック１０ （ＫＬ５Ｃ８０１２のクロック ３＋１＋２＝６） 

 スタックのトップにあるデータがＢＣに転送されます。Ｃ←（ＳＰ）、Ｂ←（ＳＰ＋１）  

（８０８０ニーモニック ＰＯＰ Ｂ） 

 

４６．  ＰＯＰ ＤＥ       コード Ｄ１        クロック１０ （ＫＬ５Ｃ８０１２のクロック ３＋１＋２＝６） 

 スタックのトップにあるデータがＤＥに転送されます。Ｅ←（ＳＰ）、Ｄ←（ＳＰ＋１）   

（８０８０ニーモニック ＰＯＰ Ｄ） 

 

４７．  ＰＯＰ ＨＬ       コード Ｅ１        クロック１０ （ＫＬ５Ｃ８０１２のクロック ３＋１＋２＝６） 

 スタックのトップにあるデータがＨＬに転送されます。Ｌ←（ＳＰ）、Ｈ←（ＳＰ＋１）  

（８０８０ニーモニック ＰＯＰ Ｈ） 

 

４８．  ＰＯＰ ＡＦ       コード Ｆ１        クロック１０ （ＫＬ５Ｃ８０１２のクロック ３＋１＋２＝６） 

 スタックのトップにあるデータがＡ及びＦに転送されます。Ｆ←（ＳＰ）、Ａ←（ＳＰ＋１）  

（８０８０ニーモニック ＰＯＰ ＰＳＷ） 

 

４９．  ＰＯＰ ＩＸ       コード ＤＤＥ１      クロック１４ （ＫＬ５Ｃ８０１２のクロック ４＋２＋２＝８） 

 スタックのトップにあるデータがＩＸに転送されます。 

 

５０．  ＰＯＰ ＩＹ       コード ＦＤＥ１      クロック１４ （ＫＬ５Ｃ８０１２のクロック ４＋２＋２＝８） 

 スタックのトップにあるデータがＩＹに転送されます。 

 

Ⅳ． 交換、ブロック転送、検索命令 

 

５１． ＥＸ ＤＥ,ＨＬ     コード ＥＢ         クロック４ （ＫＬ５Ｃ８０１２のクロック １＋１＝２） 

 ペアレジスタＤＥとＨＬの内容を交換します。（８０８０ニーモニック ＸＣＨＧ） 

 

５２． ＥＸ ＡＦ,ＡＦ’    コード ０８          クロック４ （ＫＬ５Ｃ８０１２のクロック １＋１＝２） 

 Ａ及びＦとこれに対応する裏レジスタＡ’、Ｆ’とを交換します。なお、プログラム実行のうえで「表レジスタ」と「裏レジスタ」とは全く同

等で区別して認識することはできません。したがって不用意にこの命令を用いると混乱を招きます。この点については次のＥＸＸ命令

も同じです。しかし、スタックを使わないでレジスタの退避に用いることが出来るので使い方によっては便利な命令です。その意味で

は次のＥＸＸ命令はＢＣ，ＤＥ，ＨＬの３つのペアレジスタを一度に交換できるため更にメリットが大きくなります。 

 

５３． ＥＸＸ         コード Ｄ９         クロック４ （ＫＬ５Ｃ８０１２のクロック １＋１＝２） 

 ペアレジスタＢＣとＢＣ’、ＤＥとＤＥ’、ＨＬとＨＬ’とを交換します。（５２．ＥＸ ＡＦ，ＡＦ’参照） 

 

５４． ＥＸ （ＳＰ),ＨＬ    コード Ｅ３        クロック１９ （ＫＬ５Ｃ８０１２のクロック ５＋１＋２＝８）  

 スタックのトップにあるデータ（２バイト）とペアレジスタＨＬの内容を交換します。 

 Ｌと（ＳＰ）、Ｈと（ＳＰ＋１）の内容を交換します。（８０８０ニーモニック ＸＴＨＬ） 

 

５５． ＥＸ （ＳＰ),ＩＸ    コード ＤＤＥ３      クロック２３ （ＫＬ５Ｃ８０１２のクロック ６＋２＋２＝１０） 
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 スタックのトップにあるデータ（２バイト）とＩＸとの内容を交換します。 

 

５６． ＥＸ （ＳＰ),ＩＹ    コード ＦＤＥ３      クロック２３ （ＫＬ５Ｃ８０１２のクロック ６＋２＋２＝１０） 

 スタックのトップあるデータ（２バイト）とＩＹとの内容を交換します。 

 

［フラグについて］ 

 以上の命令はフラグに影響を与えませんが、以下の命令はそれぞれフラグに影響を与えます。なお、フラグの記号が８０８０の表現

と一部異なっています。念のため以下に整理しておきます。 

  

 Ｃ  キャリーフラグ   計算結果のオーバーフローでセットされ、ローティト命令でもセット、リセットされる。 

 Ｚ  ゼロフラグ     計算結果がゼロのときセット。 

 Ｐ／Ｖ パリティ／オーバーフローフラグ（８０８０：Ｐ） 

               １バイト内の１になっているビット数が偶数でセット、奇数でリセット、また算術演算の結 

               果オーバーフローでセット。 

 Ｓ  サインフラグ   計算結果がマイナスのときセット、（８ビット目が１の数がマイナスになる。ＦＦ～８０がマ 

               イナス、００～７Ｆがプラス） 

 Ｎ  加減算フラグ  ＡＤＤ命令のとき０、ＳＵＢ命令のとき１（ＤＡＡ命令に使用される） 

 Ｈ  ハーフキャリーフラグ （８０８０：ＣＹ4 ） 

              算術演算のビット３とビット４との間のキャリー、ボローの有無によってＳＥＴ、ＲＥＳＥＴさ 

              れる。 

 

◎ フラグレジスタＦにおける各フラグの位置 

 

       ７ ６ ５ ４ ３ ２  １ ０  

       Ｓ Ｚ × Ｈ × P/V  Ｎ Ｃ   ×は使用されない 

       

 なお、以下の説明では影響を受けるフラグのみ表記します。書いてないフラグは影響を受けないことを意味します。 

 

５７． ＬＤＩ          コード ＥＤＡ０     クロック１６ （ＫＬ５Ｃ８０１２のクロック ５＋２＋２＝９） 

 ＨＬレジスタで示されるメモリアドレスの内容をＤＥレジスタで示されるメモリアドレスへ転送したうえでＨＬ、ＤＥを＋１します。また同

時にＢＣの内容を－１します。つまり（ＤＥ）←（ＨＬ）、ＨＬ←ＨＬ＋１、ＤＥ←ＤＥ＋１、ＢＣ←ＢＣ－１ 

 この命令の実行によって、ＢＣ＝０になるとＰ／Ｖ＝０、それ以外ではＰ／Ｖ＝１になります。またＮ、Ｈはつねに０になります。 

 

５８． ＬＤＩＲ  コード ＥＤＢ０  クロック ２１(BC≠0)、１６(BC=0)（ＫＬ５Ｃ８０１２のクロック ６＋２＋２＝１０） 

 とても便利な命令です。（ＨＬ）から（ＤＥ）へデータ転送し、ＨＬとＤＥを＋１すると共にＢＣレジスタを－１してＢＣ＝０になるまでくり返

し実行します。転送したいデータの先頭アドレスをＨＬに、転送先の先頭アドレスをＤＥに入れ、転送バイト数をＢＣに入れたうえでこの

命令を実行させるだけでデータブロックの転送が行われます。 

Ｐ／Ｖ＝０、Ｎ＝０、Ｈ＝０ 

 

５９． ＬＤＤ          コード ＥＤＡ８     クロック１６ （ＫＬ５Ｃ８０１２のクロック ５＋２＋２＝９） 

 ５７．ＬＤＩと同様（ＤＥ）←（ＨＬ）を実行し、ＢＣ←ＢＣ－１しますが、ＨＬ，ＤＥに対しては内容を－１します。ＢＣ＝０のときＰ／Ｖ＝０、Ｂ

Ｃ≠０のときＰ／Ｖ＝１。Ｎ、Ｈは常に０になります。 

  

６０． ＬＤＤＲ  コード ＥＤＢ８ クロック ２１(BC≠0)、１６(BC=0)（ＫＬ５Ｃ８０１２のクロック ６＋２＋２＝１０） 

 ５８．ＬＤＩＲと同様（ＤＥ）←（ＨＬ）を繰り返しますがＤＥ、ＨＬは－１されＢＣも－１されます。ＢＣ＝０になるまで繰り返し実行されます。

Ｐ／Ｖ＝０、Ｎ＝０、Ｈ＝０ 

 

６１． ＣＰＩ           コード ＥＤＡ１     クロック１６ （ＫＬ５Ｃ８０１２のクロック ４＋２＋１＝７） 

 Ａ－（ＨＬ）を計算しこの結果によってＺ、Ｓ、Ｈがセット又はリセットされ、Ｎ＝１になります。Ａ,（ＨＬ）は変化しません。また同時にＨＬ

が＋１されＢＣが－１されます。その結果ＢＣ＝０ならばＰ／Ｖ＝０、ＢＣ≠０ならＰ／Ｖ＝１になります。 

 

６２． ＣＰＩＲ  コード ＥＤＢ１ クロック ２１(BC≠0)、１６(BC=0) （ＫＬ５Ｃ８０１２のクロック ６＋２＋１＝９） 

 上記と同じようにＡ－（ＨＬ）を行いますがこの場合はＢＣ＝０になるまで又はＡ－（ＨＬ）＝０、つまりＡ＝（ＨＬ）になるようなデータが見

つかるまで繰り返し実行されます。この命令の実行の結果、Ａ－（ＨＬ）＝０のときＺ＝１、Ａ－（ＨＬ）＜０のときＳ＝１、ＢＣ≠０ならＰ／

Ｖ＝１、またＮはつねに１になります。計算結果によってＨがセット、リセットされます。 

 

６３． ＣＰＤ          コード ＥＤＡ９     クロック１６ （ＫＬ５Ｃ８０１２のクロック ４＋２＋１＝７） 

 ＨＬが－１される点を除いて他は６１．ＣＰＩと同じです。 
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６４． ＣＰＤＲ  コード ＥＤＢ９ クロック ２１(BC≠0)、１６(BC=0)（ＫＬ５Ｃ８０１２のクロック ６＋２＋１＝９） 

 ＨＬが－１されていく点を除いて他は６２．ＣＰＩＲと同じです。 

 

Ⅴ． ８ビット算術・論理演算命令 

 

 このグループの命令はＩＮＣ，ＤＥＣ命令を除いてすべてアキュムレータ（Ａレジスタ）との間で演算されます。また、すべてフラグに影

響を与えます。 

 

６５． ＡＤＤ Ａ,r        コード （表９）     クロック４ （ＫＬ５Ｃ８０１２のクロック １＋１＝２） 

 アキュムレータＡとレジスタｒとを加算し結果をＡに入れます。この結果Ｃ、Ｚ、Ｓ、Ｈがセット、リセットされＮ＝０になります。また、結

果がオーバーフローしたときＰ／Ｖ＝１、その他のときはＰ／Ｖ＝０になります。 

（８０８０ニーモニック ＡＤＤｒ） 

 

６６． ＡＤＤ Ａ,n        コード Ｃ６××    クロック７ （ＫＬ５Ｃ８０１２のクロック ２＋２＝４） 

 Ａとｎとを加算し、結果をＡに入れます。フラグについては６５．ＡＤＤ Ａ，r と同じです。 

（８０８０ニーモニック ＡＤＩ Ｂ2 ） 

           （表９）       （表１０） 

        ｒ      ｒ 

       Ｂ ８０   Ｂ ８８ 

       Ｃ ８１   Ｃ ８９ 

       Ｄ ８２   Ｄ ８Ａ 

       Ｅ ８３   Ｅ ８Ｂ 

       Ｈ ８４   Ｈ ８Ｃ 

       Ｌ ８５   Ｌ ８Ｄ 

       Ａ ８７   Ａ ８Ｆ 

 

６７． ＡＤＤ Ａ,（ＨＬ）     コード ８６       クロック７ （ＫＬ５Ｃ８０１２のクロック ２＋１＋１＝４） 

 ＡとＨＬを加算し、結果をＡに入れます。フラグについては６５．ＡＤＤ Ａ,r と同じです。 

（８０８０ニーモニック ＡＤＤ Ｍ） 

 

６８． ＡＤＤ Ａ,（ＩＸ＋ｄ）    コード ＤＤ８６×× クロック１９ （ＫＬ５Ｃ８０１２のクロック ５＋３＋１＝９） 

 Ａと（ＩＸ＋ｄ）を加算し、結果をＡに入れます。××は増分ｄです。フラグについては６５．ＡＤＤ Ａ,r と同じです。 

 

６９． ＡＤＤ Ａ,（ＩＹ＋ｄ）    コード ＦＤ８６×× クロック１９ （ＫＬ５Ｃ８０１２のクロック ５＋３＋１＝９） 

 Ａと（ＩＹ＋ｄ）を加算し、結果をＡに入れます。××は増分ｄです。フラグについては６５．ＡＤＤ Ａ,r と同じです。 

 

７０． ＡＤＣ Ａ,r         コード （表１０）    クロック４ （ＫＬ５Ｃ８０１２のクロック １＋１＝２）    

 ＡとレジスタｒとさらにキャリーフラグＣとを加算し結果をＡに入れます。フラグについては６５．ＡＤＤ Ａ，r と同じです。（８０８０ニーモ

ニック ＡＤＣ ｒ） 

 

７１． ＡＤＣ Ａ,n         コード ＣＥ××   クロック７ （ＫＬ５Ｃ８０１２のクロック ２＋２＝４） 

 ＡとｎとキャリーＣとを加算し、Ａに入れます。フラグについては６５．ＡＤＤ Ａ，r と同じです。 

（８０８０ニーモニック ＡＣＩ Ｂ2 ） 

 

７２． ＡＤＣ Ａ,(ＨＬ）      コード ８Ｅ      クロック７ （ＫＬ５Ｃ８０１２のクロック ２＋１＋１＝４） 

 Ａと（ＨＬ）とキャリーＣとを加算し、Ａに入れます。フラグについては６５．ＡＤＤＡ,r と同じです。 

（８０８０ニーモニック ＡＤＣ Ｍ） 

 

７３． ＡＤＣ Ａ,（ＩＸ＋ｄ）    コード ＤＤ８Ｅ×× クロック１９ （ＫＬ５Ｃ８０１２のクロック ５＋３＋１＝９） 

 Ａと（ＩＸ＋ｄ）とキャリーＣとを加算しＡに入れます。××は増分ｄです。フラグについては６５．ＡＤＤＡ,r と同じです。 

 

７４． ＡＤＣ Ａ,（ＩＹ＋ｄ）    コード ＦＤ８Ｅ×× クロック１９ （ＫＬ５Ｃ８０１２のクロック ５＋３＋１＝９） 

 Ａと（ＩＹ＋ｄ）とキャリーＣとを加算しＡに入れます。フラグについては６５．ＡＤＤＡ,r と同じです。 

 

７５． ＳＵＢ ｒ          コード （表１１）   クロック４ （ＫＬ５Ｃ８０１２のクロック １＋１＝２） 

 Ａからｒを引いて結果をＡに入れます。フラグはＮ＝１になることを除いて６５．ＡＤＤ Ａ，r と同じです。 

（８０８０ニーモニック ＳＵＢ ｒ） 

 

７６． ＳＵＢ ｎ          コード Ｄ６××   クロック７ （ＫＬ５Ｃ８０１２のクロック ２＋２＝４） 
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 Ａからｎを引いて結果をＡに入れます。フラグは７５．ＳＵＢ ｒと同じです。（８０８０ニーモニック ＳＵＩ Ｂ2 ） 

 

７７． ＳＵＢ （ＨＬ）       コード ９６      クロック７ （ＫＬ５Ｃ８０１２のクロック ２＋１＋１＝４） 

 Ａから（ＨＬ）を引いて結果をＡに入れます。フラグは７５．ＳＵＢ ｒと同じです。（８０８０ニーモニック ＳＵＢ Ｍ）  

           （表１１）      （表１２） 

        ｒ      ｒ 

       Ｂ ９０   Ｂ ９８ 

       Ｃ ９１   Ｃ ９９ 

       Ｄ ９２   Ｄ ９Ａ 

       Ｅ ９３   Ｅ ９Ｂ 

       Ｈ ９４   Ｈ ９Ｃ 

       Ｌ ９５   Ｌ ９Ｄ 

       Ａ ９７   Ａ ９Ｆ 

 

７８． ＳＵＢ （ＩＸ＋ｄ）   コード ＤＤ９６××   クロック１９ （ＫＬ５Ｃ８０１２のクロック ５＋３＋１＝９） 

 Ａから（ＩＸ＋ｄ）を引いて結果をＡに入れます。フラグは７５．ＳＵＢ ｒと同じです。 

 

７９． ＳＵＢ （ＩＹ＋ｄ）   コード ＦＤ９６××   クロック１９ （ＫＬ５Ｃ８０１２のクロック ５＋３＋１＝９） 

 Ａから（ＩＹ＋ｄ）を引いて結果をＡに入れます。フラグは７５．ＳＵＢ ｒと同じです。 

 

８０． ＳＢＣ Ａ,r       コード （表１２）     クロック４ （ＫＬ５Ｃ８０１２のクロック １＋１＝２）  

 Ａからｒを引き、さらにキャリーＣを引いて結果をＡに入れます。フラグは７５．ＳＵＢ ｒと同じです。 

（８０８０ニーモニック ＳＢＢ ｒ） 

 

８１． ＳＢＣ Ａ,n       コード ＤＥ××    クロック７ （ＫＬ５Ｃ８０１２のクロック ２＋２＝４）  

 Ａからｎを引き、さらにキャリーＣを引いて結果をＡに入れます。フラグは７５．ＳＵＢ ｒと同じです。 

（８０８０ニーモニック ＳＢＩ Ｂ2 ） 

 

８２． ＳＢＣ Ａ,(ＨＬ）    コード ９Ｅ       クロック７ （ＫＬ５Ｃ８０１２のクロック ２＋１＋１＝４）  

 Ａから（ＨＬ）を引き、さらにキャリーＣを引いて結果をＡに入れます。フラグは７５．ＳＵＢ ｒと同じです。 

（８０８０ニーモニック ＳＢＢ Ｍ）  

 

８３． ＳＢＣ Ａ,（ＩＸ＋ｄ）  コード ＤＤ９Ｅ××  クロック１９ （ＫＬ５Ｃ８０１２のクロック ５＋３＋１＝９） 

 Ａから（ＩＸ＋ｄ）を引き、さらにキャリーＣを引いて結果をＡに入れます。フラグは７５．ＳＵＢ ｒと同じです。 

 

８４． ＳＢＣ Ａ,（ＩＹ＋ｄ）  コード ＦＤ９Ｅ××  クロック１９ （ＫＬ５Ｃ８０１２のクロック ５＋３＋１＝９） 

 Ａから（ＩＹ＋ｄ）を引き、さらにキャリーＣを引いて結果をＡに入れます。フラグは７５．ＳＵＢ ｒと同じです。 

 

８５． ＡＮＤ ｒ        コード （表１３）    クロック４ （ＫＬ５Ｃ８０１２のクロック １＋１＝２）  

 Ａとレジスタｒとの論理積（ＡＮＤ）をとって結果をＡに入れます。フラグはＣ＝０、Ｎ＝０、Ｈ＝１になり、結果が０ならＺ＝１、また、マイ

ナスならＳ＝１になり、結果のうち１のビットが偶数ならばＰ／Ｖ＝１となります。 

（８０８０ニーモニック ＡＮＡ ｒ） 

 

           （表１３）      （表１４） 

        ｒ      ｒ 

       Ｂ Ａ０   Ｂ Ｂ０ 

       Ｃ Ａ１   Ｃ Ｂ１ 

       Ｄ Ａ２   Ｄ Ｂ２ 

       Ｅ Ａ３   Ｅ Ｂ３ 

       Ｈ Ａ４   Ｈ Ｂ４ 

       Ｌ Ａ５   Ｌ Ｂ５ 

       Ａ Ａ７   Ａ Ｂ７ 

 

 

８６． ＡＮＤ ｎ        コード Ｅ６××   クロック７ （ＫＬ５Ｃ８０１２のクロック ２＋２＝４）  

 ＡとｎとのＡＮＤをとって結果をＡに入れます。フラグは８５．ＡＮＤ ｒと同じです。 

（８０８０ニーモニック ＡＮＩ Ｂ2 ） 

 

８７． ＡＮＤ （ＨＬ）     コード Ａ６      クロック７ （ＫＬ５Ｃ８０１２のクロック ２＋１＋１＝４）   
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 Ａと（ＨＬ）とのＡＮＤをとって結果をＡに入れます。フラグは８５．ＡＮＤ ｒと同じです。 

（８０８０ニーモニック ＡＮＡ Ｍ） 

 

８８． ＡＮＤ （ＩＸ＋ｄ）   コード ＤＤＡ６×× クロック１９ （ＫＬ５Ｃ８０１２のクロック ５＋３＋１＝９） 

 Ａと（ＩＸ＋ｄ）とのＡＮＤをとって結果をＡに入れます。フラグは８５．ＡＮＤ ｒと同じです。 

 

８９． ＡＮＤ （ＩＹ＋ｄ）   コード ＦＤＡ６×× クロック１９ （ＫＬ５Ｃ８０１２のクロック ５＋３＋１＝９） 

 Ａと（ＩＹ＋ｄ）とのＡＮＤをとって結果をＡに入れます。フラグは８５．ＡＮＤ ｒと同じです。 

 

９０． ＯＲ ｒ         コード （表１４）   クロック４ （ＫＬ５Ｃ８０１２のクロック １＋１＝２）  

 Ａとｒとの論理和（ＯＲ）をとって結果をＡに入れます。フラグは、Ｈ＝０になることを除いては８５．ＡＮＤ ｒと同じです。（８０８０ニーモ

ニック ＯＲＡ ｒ） 

 

９１． ＯＲ ｎ         コード Ｆ６××   クロック７ （ＫＬ５Ｃ８０１２のクロック ２＋２＝４） 

 ＡとｎとのＯＲをとって結果をＡに入れます。フラグは、９０．ＯＲ ｒと同じです。 

（８０８０ニーモニック ＯＲＩ Ｂ2 ） 

 

９２． ＯＲ （ＨＬ）       コード Ｂ６      クロック７ （ＫＬ５Ｃ８０１２のクロック ２＋１＋１＝４）  

 Ａと（ＨＬ）とのＯＲをとって結果をＡに入れます。フラグは、９０．ＯＲ ｒと同じです。 

（８０８０ニーモニック ＯＲＡ Ｍ）  

 

９３． ＯＲ （ＩＸ＋ｄ）     コード ＤＤＢ６×× クロック１９ （ＫＬ５Ｃ８０１２のクロック ５＋３＋１＝９） 

 Ａと（ＩＸ＋ｄ）とのＯＲをとって結果をＡに入れます。フラグは、９０．ＯＲ ｒと同じです。 

 

９４． ＯＲ （ＩＹ＋ｄ）     コード ＦＤＢ６×× クロック１９ （ＫＬ５Ｃ８０１２のクロック ５＋３＋１＝９） 

 Ａと（ＩＹ＋ｄ）とのＯＲをとって結果をＡに入れます。フラグは、９０．ＯＲ ｒと同じです。 

 

９５． ＸＯＲ ｒ         コード （表１５）    クロック４ （ＫＬ５Ｃ８０１２のクロック １＋１＝２） 

 Ａとｒとの排他的論理和（Ｅｘｃｌｕｓｉｖｅ ＯＲ）をとって結果をＡに入れます。フラグは９０．ＯＲ ｒと同じです。 

（８０８０ニーモニック ＸＲＡ ｒ） 

 

           （表１５）      （表１６） 

        ｒ      ｒ 

       Ｂ Ａ８   Ｂ Ｂ８ 

       Ｃ Ａ９   Ｃ Ｂ９ 

       Ｄ ＡＡ   Ｄ ＢＡ 

       Ｅ ＡＢ   Ｅ ＢＢ 

       Ｈ ＡＣ   Ｈ ＢＣ 

       Ｌ ＡＤ   Ｌ ＢＤ 

       Ａ ＡＦ   Ａ ＢＦ 

 

９６． ＸＯＲ ｎ        コード ＥＥ××    クロック７ （ＫＬ５Ｃ８０１２のクロック ２＋２＝４） 

 Ａとｎとの排他的論理和をとって結果をＡに入れます。フラグは９０．ＯＲ ｒと同じです。 

（８０８０ニーモニック ＸＲＩ Ｂ2 ） 

  

９７． ＸＯＲ （ＨＬ）     コード ＡＥ       クロック７ （ＫＬ５Ｃ８０１２のクロック ２＋１＋１＝４） 

 Ａと（ＨＬ）との排他的論理和をとって結果をＡに入れます。フラグは９０．ＯＲ ｒと同じです。 

（８０８０ニーモニック ＸＲＡ Ｍ）  

 

９８． ＸＯＲ （ＩＸ＋ｄ）   コード ＤＤＡＥ××  クロック１９ （ＫＬ５Ｃ８０１２のクロック ５＋３＋１＝９） 

 Ａと（ＩＸ＋ｄ）との排他的論理和をとって結果をＡに入れます。フラグは９０．ＯＲ ｒと同じです。 

 

９９． ＸＯＲ （ＩＹ＋ｄ）   コード ＦＤＡＥ××  クロック１９ （ＫＬ５Ｃ８０１２のクロック ５＋３＋１＝９） 

 Ａと（ＩＹ＋ｄ）との排他的論理和をとって結果をＡに入れます。フラグは９０．ＯＲｒと同じです。 

 

１００． ＣＰ ｒ        コード （表１６）    クロック４ （ＫＬ５Ｃ８０１２のクロック １＋１＝２）  

 Ａとｒとを比較します。具体的にはＡ－ｒを計算しその結果をフラグによって示します。しかしＳＵＢ ｒ命令とは異なりＡの内容は変化し

ません。Ｎ＝１になります。Ａ－ｒでボローが生じた時Ｃ＝１、またＡ＝ｒのときＺ＝１、Ａ－ｒがマイナスの時Ｓ＝１、Ａ－ｒの結果、ビット４

からのボローがあればＨ＝１、結果がオーバーフローならＰ／Ｖ＝ １になります。（８０８０ニーモニック ＣＭＰ ｒ） 
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１０１． ＣＰ ｎ         コード ＦＥ××    クロック７ （ＫＬ５Ｃ８０１２のクロック ２＋２＝４） 

 Ａとｎとを比較します。フラグは１００．ＣＰ ｒと同じです。（８０８０ニーモニック ＣＰＩ Ｂ2 ） 

 

１０２． ＣＰ （ＨＬ）      コード ＢＥ       クロック７ （ＫＬ５Ｃ８０１２のクロック ２＋１＋１＝４） 

 Ａと（ＨＬ）とを比較します。フラグは１００．ＣＰ ｒと同じです。（８０８０ニーモニック ＣＭＰ Ｍ） 

 

１０３． ＣＰ （ＩＸ＋ｄ）   コード ＤＤＢＥ××   クロック１９ （ＫＬ５Ｃ８０１２のクロック ５＋３＋１＝９） 

 Ａと（ＩＸ＋ｄ）とを比較します。フラグは１００．ＣＰ ｒと同じです。 

 

１０４． ＣＰ （ＩＹ＋ｄ）   コード ＦＤＢＥ××   クロック１９ （ＫＬ５Ｃ８０１２のクロック ５＋３＋１＝９） 

 Ａと（ＩＹ＋ｄ）とを比較します。フラグは１００．ＣＰ ｒと同じです。 

 

１０５． ＩＮＣ ｒ       コード （表１７）      クロック４ （ＫＬ５Ｃ８０１２のクロック １＋１＝２）     

 レジスタｒの内容を＋１します。以下のＩＮＣ，ＤＥＣ命令ではキャリーＣのみ変化しません。注意して下さい。Ｎ＝０になります。結果が

０ならＺ＝１、マイナスならＳ＝１、この命令の実行後、結果が８０Ｈならば（つまり実行前の値が７ＦＨならば）Ｐ／Ｖ＝１になります。ビ

ット３からキャリーが出ればＨ＝１になります。 

（８０８０ニーモニック ＩＮＲ ｒ）  

 

           （表１７）      （表１８） 

        ｒ      ｒ 

       Ｂ ０４   Ｂ ０５ 

       Ｃ ０Ｃ   Ｃ ０Ｄ 

       Ｄ １４   Ｄ １５ 

       Ｅ １Ｃ   Ｅ １Ｄ 

       Ｈ ２４   Ｈ ２５ 

       Ｌ ２Ｃ   Ｌ ２Ｄ 

       Ａ ３Ｃ   Ａ ３Ｄ 

 

１０６． ＩＮＣ （ＨＬ）    コード ３４        クロック１１ （ＫＬ５Ｃ８０１２のクロック ４＋１＋２＝７） 

 （ＨＬ）の内容を＋１します。フラグは１０５．.ＩＮＣ ｒと同じです。（８０８０ニーモニック ＩＮＲ Ｍ） 

 

１０７． ＩＮＣ （ＩＸ＋ｄ）   コード ＤＤ３４××   クロック２３ （ＫＬ５Ｃ８０１２のクロック ７＋３＋２＝１２） 

 （ＩＸ＋ｄ）の内容を＋１します。フラグは１０５．ＩＮＣ ｒと同じです。 

 

１０８． ＩＮＣ （ＩＹ＋ｄ）   コード ＦＤ３４××   クロック２３ （ＫＬ５Ｃ８０１２のクロック ７＋３＋２＝１２） 

 （ＩＹ＋ｄ）の内容を＋１します。フラグは１０５．ＩＮＣ ｒと同じです。 

 

１０９． ＤＥＣ ｒ       コード （表１８）     クロック４ （ＫＬ５Ｃ８０１２のクロック １＋１＝２） 

 ｒの内容を－１します。フラグはＮ＝１になります。また，結果が７ＦＨ（つまり実行前の値が８０Ｈ）ならばＰ／Ｖ＝１、この他のフラグ

については１０５．ＩＮＣ ｒと同じです。（８０８０ニーモニック ＤＣＲ ｒ） 

 

１１０． ＤＥＣ （ＨＬ）    コード ３５        クロック１１ （ＫＬ５Ｃ８０１２のクロック ４＋１＋２＝７）  

 （ＨＬ）の内容を－１します。フラグは１０９．ＤＥＣ ｒと同じです。（８０８０ニーモニック ＤＣＲ Ｍ） 

 

１１１． ＤＥＣ （ＩＸ＋ｄ）  コード ＤＤ３５××   クロック２３ （ＫＬ５Ｃ８０１２のクロック ７＋３＋２＝１２） 

 （ＩＸ＋ｄ）の内容を－１します。フラグは１０９．ＤＥＣ ｒと同じです。 

 

１１２． ＤＥＣ （ＩＹ＋ｄ）   コード ＦＤ３５××   クロック２３ （ＫＬ５Ｃ８０１２のクロック ７＋３＋２＝１２） 

 （ＩＹ＋ｄ）の内容を－１します。フラグは１０９．ＤＥＣ ｒと同じです。 

 

Ⅵ． その他の算術演算、ＣＰＵ制御命令 

 

１１３． ＤＡＡ         コード ２７        クロック４ （ＫＬ５Ｃ８０１２のクロック １＋１＝２） 

 加減算後のＡレジスタの内容をＢＣＤ表示２桁に直します。動作はかなり複雑ですが、８ビットの数をＢＣＤ２桁とみなして加減算した

後この命令を行うことによって、結果もＢＣＤ２桁で得られるものです。したがって、加減算を行う前の数値がＢＣＤ表現で誤っている

場合（例えばＡＢとか７Ｄ）はＤＡＡ命令によっても正しい結果は得られません。ここでいう加算とはＡＤＤ、ＡＤＣ、ＩＮＣ命令であり。減算

とはＳＵＢ、ＳＢＣ、ＤＥＣ及びＮＥＧ命令です。結果が０のときＺ＝１、マイナスの時Ｓ＝１、また、結果のビットが１であるものが偶数個

あるときＰ／Ｖ＝１、またさらに上位桁へのキャリー、ボローが出た場合はＣ＝１になります。（８０８０ニーモニック ＤＡＡ） 
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１１４． ＣＰＬ         コード ２Ｆ        クロック４ （ＫＬ５Ｃ８０１２のクロック １＋１＝２） 

 Ａの内容の１、０を反転します。（各ビット毎 １→０、０→１にする）フラグはＮ＝１、Ｈ＝１他は変化しません。（８０８０ニーモニック Ｃ

ＭＡ） 

 

１１５． ＮＥＧ         コード ＥＤ４４     クロック８ （ＫＬ５Ｃ８０１２のクロック ２＋２＝４） 

 ０－Ａを計算してＡに入れます。（Ａの符号を逆にする）ただし、８０Ｈ（－１２８） は変化しないので注意して下さい。Ｎ＝１、結果が０

ならＺ＝１、マイナスならＳ＝１、ビット４からボローがあればＨ＝１、命令実行前のＡの内容が０ならばＣ＝０、また実行前の内容が８

０ＨならばＰ／Ｖ＝１になります。 

 

１１６． ＣＣＦ         コード ３Ｆ        クロック４ （ＫＬ５Ｃ８０１２のクロック １＋１＝２） 

 キャリーフラグＣを反転します。同時にＮ＝０になり、Ｈは実行前のＣの内容と同じになります。他のフラグは不変です。（８０８０ニー

モニック ＣＭＣ） 

 

１１７． ＳＣＦ         コード ３７        クロック４ （ＫＬ５Ｃ８０１２のクロック １＋１＝２） 

 キャリーフラグＣをセットします。Ｎ＝０、Ｈ＝０になります。（８０８０ニーモニック ＳＴＣ） 

 

１１８． ＮＯＰ         コード ００        クロック４ （ＫＬ５Ｃ８０１２のクロック １＋１＝２） 

 何も実行しないで次の命令に進みます。Ｎｏ Ｏｐｅｒａｔｉｏｎ（８０８０ニーモニック ＮＯＰ） 

 

１１９． ＨＡＬＴ        コード ７６        クロック４ （ＫＬ５Ｃ８０１２のクロック ２＋１＝３） 

 割込かリセットがかかるまでＣＰＵの実行を停止します。（８０８０ニーモニック ＨＬＴ） 

 

 この他、割込制御命令としてＤＩ（コードＦ３、割込禁止）、ＥＩ（コードＦＢ、割込 許可）ＩＭ０（コードＥＤ４６）、ＩＭ１（コードＥＤ５６）、ＩＭ２

（コードＥＤ５Ｅ）（以上３種割込モード指定）がありますが通常は使用しないので説明を省略します。 

 

Ⅶ． １６ビット算術演算命令 

  

１２０． ＡＤＤ ＨＬ,ＢＣ   コード ０９        クロック１１ （ＫＬ５Ｃ８０１２のクロック １＋１＝２） 

 ＨＬの内容とＢＣの内容を加算し、結果をＨＬに入れます。Ｎ＝０になります。ビット１７からのキャリーがあればＣ＝１になります。ビッ

ト１１からのキャリーがあればＨ＝１になります。（８０８０ニーモニック ＤＡＤ Ｂ） 

 

１２１． ＡＤＤ ＨＬ,ＤＥ   コード １９        クロック１１ （ＫＬ５Ｃ８０１２のクロック １＋１＝２） 

 ＨＬとＤＥとを加算し、結果をＨＬに入れます。フラグについては１２０．ＡＤＤ ＨＬ，ＢＣと同じです。 

（８０８０ニーモニック ＤＡＤ Ｄ） 

 

１２２． ＡＤＤ ＨＬ,ＨＬ   コード ２９        クロック１１ （ＫＬ５Ｃ８０１２のクロック １＋１＝２） 

 ＨＬの内容を２倍にします。フラグは１２０．ＡＤＤ ＨＬ,ＢＣと同じです。（８０８０ニーモニック ＤＡＤ Ｈ） 

 

１２３． ＡＤＤ ＨＬ,ＳＰ   コード ３９        クロック１１ （ＫＬ５Ｃ８０１２のクロック １＋１＝２） 

 ＨＬとＳＰとを加算し、結果をＨＬに入れます。フラグは１２０．ＡＤＤ ＨＬ,ＢＣと同じです。 

（８０８０ニーモニック ＤＡＤ ＳＰ） 

 

１２４． ＡＤＣ ＨＬ,ＢＣ   コード ＥＤ４Ａ      クロック１５ （ＫＬ５Ｃ８０１２のクロック ２＋２＝４） 

 ＨＬとＢＣとキャリーＣとを加算し、結果をＨＬに入れます。Ｎ＝０、Ｈ＝不明、ビット１５からのキャリーがあればＣ＝１、また結果が０な

らばＺ＝１、マイナスならＳ＝１、オーバーフローならＰ／Ｖ＝１になります。 

                      

１２５． ＡＤＣ ＨＬ,ＤＥ   コード ＥＤ５Ａ      クロック１５ （ＫＬ５Ｃ８０１２のクロック ２＋２＝４） 

 ＨＬとＤＥとキャリーＣとを加算し、結果をＨＬに入れます。フラグは１２４．ＡＤＣ ＨＬ, ＢＣと同じです。 

 

１２６． ＡＤＣ ＨＬ,ＨＬ   コード ＥＤ６Ａ      クロック１５ （ＫＬ５Ｃ８０１２のクロック ２＋２＝４） 

 ＨＬの内容を２倍し、キャリーＣを加えます。フラグは１２４．ＡＤＣ ＨＬ,ＢＣと同じです。 

                                       

１２７． ＡＤＣ ＨＬ,ＳＰ   コード ＥＤ７Ａ      クロック１５ （ＫＬ５Ｃ８０１２のクロック ２＋２＝４） 

 ＨＬとＳＰとキャリーＣとを加算し、結果をＨＬに入れます。フラグは１２４．ＡＤＣ ＨＬ， ＢＣと同じです。 

 

１２８．  ＳＢＣ ＨＬ,ＢＣ   コード ＥＤ４２     クロック１５ （ＫＬ５Ｃ８０１２のクロック ２＋２＝４） 

 ＨＬからＢＣ及びキャリーＣを減算し、結果をＨＬに入れます。Ｎ＝０になること以外は、フラグについては１２４．ＡＤＣ ＨＬ,ＢＣと同じ

です。 
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１２９．  ＳＢＣ ＨＬ,ＤＥ   コード ＥＤ５２     クロック１５ （ＫＬ５Ｃ８０１２のクロック ２＋２＝４） 

 ＨＬからＤＥ及びキャリーＣを減算し、結果をＨＬに入れます。フラグは１２８．ＳＢＣ ＨＬ,ＢＣと同じです。 

 

１３０． ＳＢＣ ＨＬ,ＨＬ   コード ＥＤ６２     クロック１５ （ＫＬ５Ｃ８０１２のクロック ２＋２＝４） 

 ＨＬからＨＬ及びキャリーＣを減算し、結果をＨＬに入れます。フラグは１２８．ＳＢＣ ＨＬ,ＢＣと同じです。 

 

１３１． ＳＢＣ ＨＬ,ＳＰ   コード ＥＤ７２     クロック１５ （ＫＬ５Ｃ８０１２のクロック ２＋２＝４） 

 ＨＬからＳＰ及びキャリーＣを減算し、結果をＨＬに入れます。フラグは１２８．ＳＢＣ ＨＬ,ＢＣと同じです。 

 

１３２． ＡＤＤ ＩＸ,ＢＣ    コード ＤＤ０９     クロック１５ （ＫＬ５Ｃ８０１２のクロック ２＋２＝４） 

 インデックスレジスタＩＸとＢＣとの内容を加えＩＸに入れます。Ｎ＝０になります。ビット１７からのキャリーがあればＣ＝１になります。

ビット１１からのキャリーがあればＨ＝１になります。 

 

１３３． ＡＤＤ ＩＸ,ＤＥ   コード ＤＤ１９      クロック１５ （ＫＬ５Ｃ８０１２のクロック ２＋２＝４） 

 ＩＸ＋ＤＥの結果をＩＸに入れます。フラグは１３２．ＡＤＤ ＩＸ,ＢＣと同じです。 

 

１３４． ＡＤＤ ＩＸ,ＩＸ   コード ＤＤ２９      クロック１５ （ＫＬ５Ｃ８０１２のクロック ２＋２＝４） 

 ＩＸ＋ＩＸの結果をＩＸに入れます。（ＩＸの内容を倍にする）フラグは１３２．ＡＤＤ ＩＸ,ＢＣと同じです。 

 

１３５． ＡＤＤ ＩＸ,ＳＰ   コード ＤＤ３９     クロック１５ （ＫＬ５Ｃ８０１２のクロック ２＋２＝４） 

 ＩＸ＋ＳＰの結果をＩＸに入れます。フラグは１３２．ＡＤＤ ＩＸ,ＢＣと同じです。 

 

１３６． ＡＤＤ ＩＹ,ＢＣ   コード ＦＤ０９     クロック１５ （ＫＬ５Ｃ８０１２のクロック ２＋２＝４） 

 ＩＹ＋ＢＣの結果をＩＹに入れます。フラグは１３２．ＡＤＤ ＩＸ,ＢＣと同じです。 

 

１３７． ＡＤＤ ＩＹ,ＤＥ   コード ＦＤ１９     クロック１５ （ＫＬ５Ｃ８０１２のクロック ２＋２＝４） 

 ＩＹ＋ＤＥの結果をＩＹに入れます。フラグは１３２．ＡＤＤ ＩＸ,ＢＣと同じです。 

 

１３８． ＡＤＤ ＩＹ, ＩＹ   コード ＦＤ２９     クロック１５ （ＫＬ５Ｃ８０１２のクロック ２＋２＝４） 

 ＩＹの内容を倍にします。フラグは１３２．ＡＤＤ ＩＸ,ＢＣと同じです。 

 

１３９． ＡＤＤ ＩＹ,ＳＰ   コード ＦＤ３９     クロック１５ （ＫＬ５Ｃ８０１２のクロック ２＋２＝４） 

 ＩＹ＋ＳＰを計算して結果をＩＹに入れます。フラグは１３２．ＡＤＤ ＩＸ,ＢＣと同じです。 

 

１４０． ＩＮＣ ＢＣ      コード ０３      クロック６ （ＫＬ５Ｃ８０１２のクロック １＋１＝２） 

 ＢＣの内容を＋１します。フラグは変化しません。（８０８０ニーモニック ＩＮＸ Ｂ） 

 

１４１． ＩＮＣ ＤＥ      コード １３      クロック６ （ＫＬ５Ｃ８０１２のクロック １＋１＝２） 

 ＤＥの内容を＋１します。（８０８０ニーモニック ＩＮＸ Ｄ） 

 

１４２． ＩＮＣ ＨＬ      コード ２３      クロック６ （ＫＬ５Ｃ８０１２のクロック １＋１＝２） 

 ＨＬの内容を＋１します。（８０８０ニーモニック ＩＮＸ Ｈ） 

 

１４３． ＩＮＣ ＳＰ      コード ３３      クロック６ （ＫＬ５Ｃ８０１２のクロック １＋１＝２） 

 ＳＰの内容を＋１します。（８０８０ニーモニック ＩＮＸ ＳＰ） 

 

１４４． ＩＮＣ ＩＸ       コード ＤＤ２３    クロック１０ （ＫＬ５Ｃ８０１２のクロック ２＋２＝４） 

 ＩＸの内容を＋１します。 

 

１４５． ＩＮＣ ＩＹ      コード ＦＤ２３     クロック１０ （ＫＬ５Ｃ８０１２のクロック ２＋２＝４） 

 ＩＹの内容を＋１します。 

 

１４６． ＤＥＣ ＢＣ      コード ０Ｂ     クロック６ （ＫＬ５Ｃ８０１２のクロック １＋１＝２） 

 ＢＣの内容を－１します。（８０８０ニーモニック ＤＣＸ Ｂ） 

 

１４７． ＤＥＣ ＤＥ      コード １Ｂ     クロック６ （ＫＬ５Ｃ８０１２のクロック １＋１＝２） 

 ＤＥの内容を－１します。（８０８０ニーモニック ＤＣＸ Ｄ） 
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１４８． ＤＥＣ ＨＬ      コード ２Ｂ     クロック６ （ＫＬ５Ｃ８０１２のクロック １＋１＝２） 

 ＨＬの内容を－１します。（８０８０ニーモニック ＤＣＸ Ｈ） 

 

１４９． ＤＥＣ ＳＰ      コード ３Ｂ     クロック６ （ＫＬ５Ｃ８０１２のクロック １＋１＝２） 

 ＳＰの内容を－１します。（８０８０ニーモニック ＤＣＸ ＳＰ） 

 

１５０． ＤＥＣ ＩＸ      コード ＤＤ２Ｂ   クロック１０ （ＫＬ５Ｃ８０１２のクロック ２＋２＝４） 

 ＩＸの内容を－１します。 

 

１５１． ＤＥＣ ＩＹ      コード ＦＤ２Ｂ   クロック１０ （ＫＬ５Ｃ８０１２のクロック ２＋２＝４） 

 ＩＹの内容を－１します。 

 

Ⅷ． 回転、シフト命令  

                              

１５２． ＲＬＣＡ        コード ０７     クロック４ （ＫＬ５Ｃ８０１２のクロック １＋１＝２）              

 Ａレジスタの内容を１ビット左にシフトし、ビット７のデータをビット０に入れると共にキャリーＣにも入れます。Ｎ＝０、Ｈ＝０となり、Ｃ

はシフト前のビット７が１のときセットされます。（８０８０ニーモニック ＲＬＣ） 

 

 

     Ｃ       ７       ０ 

 

１５３． ＲＬＡ         コード １７     クロック４ （ＫＬ５Ｃ８０１２のクロック １＋１＝２）  

 キャリーを含め９ビットのデータを左に１ビット回転させます。フラグは１５２．ＲＬＣＡと同じです。 

（８０８０ニーモニック ＲＡＬ） 

 

 

        Ｃ    ７       ０ 

 

１５４． ＲＲＣＡ        コード ０Ｆ     クロック４ （ＫＬ５Ｃ８０１２のクロック １＋１＝２）  

 Ａの内容を右に１ビットシフトさせると共にビット０のデータをキャリーＣにも入れます。フラグはシフト前のビット０の内容がＣに入る

以外は１５２．ＲＬＣＡと同じです。（８０８０ニーモニック ＲＲＣ） 

 

 

             ７       ０       Ｃ 

 

１５５． ＲＲＡ         コード １Ｆ      クロック４ （ＫＬ５Ｃ８０１２のクロック １＋１＝２） 

 キャリーを含め９ビットのデータを１ビット右に回転させます。フラグは１５４．ＲＲＣＡと同じです。 

（８０８０ニーモニック ＲＡＲ） 

 

 

             ７       ０     Ｃ 

 

１５６． ＲＬＣ ｒ       コード （表１９）    クロック８ （ＫＬ５Ｃ８０１２のクロック ２＋２＝４） 

 １５２．ＲＬＣＡと同じ動作をｒについて行います。Ｎ＝０、Ｈ＝０、Ｃが変化する他に結果のレジスタの値によってＺ、Ｓがセット、リセット

されまた１のビット数によりＰ／Ｖがセット、リセットされます。 

    （表１９） 

  ｒ 

  Ｂ  ＣＢ００ 

  Ｃ  ＣＢ０１ 

  Ｄ  ＣＢ０２ 

  Ｅ  ＣＢ０３ 

  Ｈ  ＣＢ０４ 

  Ｌ  ＣＢ０５ 

  Ａ  ＣＢ０７ 

 

１５７． ＲＬＣ （ＨＬ）    コード ＣＢ０６    クロック１５ （ＫＬ５Ｃ８０１２のクロック ５＋２＋２＝９） 

 １５２．ＲＬＣＡと同じ動作を（ＨＬ）について行います。フラグについては１５６．ＲＬＣ ｒと同じです。                  

 

１５８． ＲＬＣ （ＩＸ＋ｄ）  コード ＤＤＣＢ××０６ クロック２３ （ＫＬ５Ｃ８０１２のクロック ７＋４＋２＝１３） 
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 １５２．ＲＬＣＡと同じ動作を（ＩＸ＋ｄ）について行います。フラグについては１５６．.ＲＬＣ ｒと同じです。 

 

１５９． ＲＬＣ （ＩＹ＋ｄ）  コード ＦＤＣＢ××０６ クロック２３ （ＫＬ５Ｃ８０１２のクロック ７＋４＋２＝１３） 

 １５２．ＲＬＣＡと同じ動作を（ＩＹ＋ｄ）について行います。フラグについては１５６．ＲＬＣ ｒと同じです。 

 

１６０． ＲＬ ｒ        コード （表２０）     クロック８ （ＫＬ５Ｃ８０１２のクロック ２＋２＝４） 

 １５３．ＲＬＡと同じ動作をｒについて行います。フラグは１５６．ＲＬＣ ｒと同じです。 

    （表２０） 

  ｒ 

  Ｂ  ＣＢ１０ 

  Ｃ  ＣＢ１１ 

  Ｄ  ＣＢ１２ 

  Ｅ  ＣＢ１３ 

  Ｈ  ＣＢ１４ 

  Ｌ  ＣＢ１５ 

  Ａ  ＣＢ１７ 

 

１６１． ＲＬ （ＨＬ）     コード ＣＢ１６       クロック１５ （ＫＬ５Ｃ８０１２のクロック ５＋２＋２＝９） 

 １５３．ＲＬＡと同じ動作を（ＨＬ）ついて行います。フラグは１５６．ＲＬＣ ｒと同じです。 

 

１６２． ＲＬ （ＩＸ＋ｄ）   コード ＤＤＣＢ××１６  クロック２３ （ＫＬ５Ｃ８０１２のクロック ７＋４＋２＝１３） 

 １５３．ＲＬＡと同じ動作を（ＩＸ＋ｄ）について行います。フラグは１５６．.RLC  r と同じです。 

 

１６３． ＲＬ （ＩＹ＋ｄ）   コード ＦＤＣＢ××１６  クロック２３ （ＫＬ５Ｃ８０１２のクロック ７＋４＋２＝１３） 

 １５３．ＲＬＡと同じ動作を（ＩＹ＋ｄ）について行います。フラグは１５６．.ＲＬＣ ｒと同じです。 

 

１６４． ＲＲＣ ｒ       コード （表２１）       クロック８ （ＫＬ５Ｃ８０１２のクロック ２＋２＝４）  

 １５４．ＲＲＣＡと同じ動作をｒについて行います。フラグは１５６．ＲＬＣ ｒと同じです。 

    （表２１） 

  ｒ 

  Ｂ  ＣＢ０８ 

  Ｃ  ＣＢ０９ 

  Ｄ  ＣＢ０Ａ 

  Ｅ  ＣＢ０Ｂ 

  Ｈ  ＣＢ０Ｃ 

  Ｌ  ＣＢ０Ｄ 

  Ａ  ＣＢ０Ｆ 

 

１６５． ＲＲＣ （ＨＬ）    コード ＣＢ０Ｅ       クロック１５ （ＫＬ５Ｃ８０１２のクロック ５＋２＋２＝９） 

 １５４．ＲＲＣＡと同じ動作を（ＨＬ）について行います。フラグは１５６．ＲＬＣ ｒと同じです。 

 

１６６． ＲＲＣ （ＩＸ＋ｄ）  コード ＤＤＣＢ××０Ｅ  クロック２３ （ＫＬ５Ｃ８０１２のクロック ７＋４＋２＝１３） 

 １５４．ＲＲＣＡと同じ動作を（ＩＸ＋ｄ）について行います。フラグは１５６．ＲＬＣ ｒと同じです。 

 

１６７． ＲＲＣ （ＩＹ＋ｄ）  コード ＦＤＣＢ××０Ｅ  クロック２３ （ＫＬ５Ｃ８０１２のクロック ７＋４＋２＝１３） 

 １５４．ＲＲＣＡと同じ動作を（ＩＹ＋ｄ）について行います。フラグは１５６．ＲＬＣ ｒと同じです。 

 

１６８． ＲＲ ｒ        コード （表２２）      クロック８ （ＫＬ５Ｃ８０１２のクロック ２＋２＝４）  

 １５５．ＲＲＡと同じ動作をｒについて行います。フラグは１５６．ＲＬＣ ｒと同じです。 

  ｒ         （表２２） 

  Ｂ  ＣＢ１８ 

  Ｃ  ＣＢ１９ 

  Ｄ  ＣＢ１Ａ 

  Ｅ  ＣＢ１Ｂ 

  Ｈ  ＣＢ１Ｃ 

  Ｌ  ＣＢ１Ｄ 

  Ａ  ＣＢ１Ｆ 

 

１６９． ＲＲ （ＨＬ）     コード ＣＢ１Ｅ       クロック１５ （ＫＬ５Ｃ８０１２のクロック ５＋２＋２＝９） 
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 １５５．ＲＲＡと同じ動作を（ＨＬ）について行います。フラグは１５６．ＲＬＣ ｒと同じです。 

 

１７０． ＲＲ （ＩＸ＋ｄ）   コード ＤＤＣＢ××１Ｅ  クロック２３ （ＫＬ５Ｃ８０１２のクロック ７＋４＋２＝１３） 

 １５５．ＲＲＡと同じ動作を（ＩＸ＋ｄ）について行います。フラグは１５６．ＲＬＣ ｒと同じです。 

 

１７１． ＲＲ （ＩＹ＋ｄ）   コード ＦＤＣＢ××１Ｅ  クロック２３ （ＫＬ５Ｃ８０１２のクロック ７＋４＋２＝１３） 

 １５５．ＲＲＡと同じ動作を（ＩＹ＋ｄ）について行います。フラグは１５６．ＲＬＣ ｒと同じです。 

 

１７２．ＳＬＡ ｒ        コード （表２３）      クロック８ （ＫＬ５Ｃ８０１２のクロック ２＋２＝４） 

 ｒを左に１ビットシフトし、ビット７のデータをキャリーＣに入れ、またビット０には０を入れます。フラグは１５６．ＲＬＣ ｒと同じです。 

 

        Ｃ    ７       ０     “０” 

 

    （表２３） 

  ｒ 

  Ｂ  ＣＢ２０ 

  Ｃ  ＣＢ２１ 

  Ｄ  ＣＢ２２ 

  Ｅ  ＣＢ２３ 

  Ｈ  ＣＢ２４ 

  Ｌ  ＣＢ２５ 

  Ａ  ＣＢ２７ 

 

１７３． ＳＬＡ （ＨＬ）    コード ＣＢ２６       クロック１５ （ＫＬ５Ｃ８０１２のクロック ５＋２＋２＝９）  

 １７２．ＳＬＡ ｒと同じ動作を（ＨＬ）について行います。フラグは１５６．ＲＬＣ ｒと同じです。                  

 

１７４． ＳＬＡ （ＩＸ＋ｄ）   コード ＤＤＣＢ××２６ クロック２３ （ＫＬ５Ｃ８０１２のクロック ７＋４＋２＝１３） 

 １７２．ＳＬＡ ｒと同じ動作を（ＩＸ＋ｄ）について行います。フラグは１５６．ＲＬＣ ｒと同じです。 

 

１７５． ＳＬＡ （ＩＹ＋ｄ）   コード ＦＤＣＢ××２６ クロック２３ （ＫＬ５Ｃ８０１２のクロック ７＋４＋２＝１３） 

 １７２．ＳＬＡ ｒと同じ動作を（ＩＹ＋ｄ）について行います。フラグは１５６．ＲＬＣ ｒと同じです。 

 

１７６． ＳＲＡ ｒ        コード （表２４）     クロック８ （ＫＬ５Ｃ８０１２のクロック ２＋２＝４） 

 ｒの内容を１ビット右にシフトし、ビット０のデータをキャリーＣに転送しますが、ビット７は変化しません。つまりビット７とビット６はつね

に同じになります。フラグは１５６．ＲＬＣ ｒと同じです。 

 

             ７       ０     Ｃ 

    （表２４） 

  ｒ 

  Ｂ  ＣＢ２８ 

  Ｃ  ＣＢ２９ 

  Ｄ  ＣＢ２Ａ 

  Ｅ  ＣＢ２Ｂ 

  Ｈ  ＣＢ２Ｃ 

  Ｌ  ＣＢ２Ｄ 

  Ａ  ＣＢ２Ｆ 

 

１７７． ＳＲＡ （ＨＬ）     コード ＣＢ２Ｅ      クロック１５ （ＫＬ５Ｃ８０１２のクロック ５＋２＋２＝９）  

 １７６．と同じ動作を（ＨＬ）について行います。フラグは１５６．ＲＬＣ ｒと同じです。 

 

１７８． ＳＲＡ （ＩＸ＋ｄ）    コード ＤＤＣＢ××２Ｅ クロック２３ （ＫＬ５Ｃ８０１２のクロック ７＋４＋２＝１３） 

 １７６．と同じ動作を（ＩＸ＋ｄ）について行います。フラグは１５６．ＲＬＣ ｒと同じです。 

 

１７９． ＳＲＡ （ＩＹ＋ｄ）    コード ＦＤＣＢ××２Ｅ クロック２３ （ＫＬ５Ｃ８０１２のクロック ７＋４＋２＝１３） 

 １７６．と同じ動作を（ＩＹ＋ｄ）について行います。フラグは１５６．ＲＬＣ ｒと同じです。 

 

１８０． ＳＲＬ ｒ        コード （表２５）      クロック８ （ＫＬ５Ｃ８０１２のクロック ２＋２＝４） 

 ｒの内容を１ビット右にシフトし、ビット０のデータをキャリー Ｃに入れます。ビット７には０を入れます。フラグは１５６．ＲＬＣ ｒと同じ

です。 
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       “０”    ７       ０     Ｃ 

 

    （表２５） 

  ｒ 

  Ｂ  ＣＢ３８ 

  Ｃ  ＣＢ３９ 

  Ｄ  ＣＢ３Ａ 

  Ｅ  ＣＢ３Ｂ 

  Ｈ  ＣＢ３Ｃ 

  Ｌ  ＣＢ３Ｄ 

  Ａ  ＣＢ３Ｆ 

 

１８１． ＳＲＬ （ＨＬ）      コード ＣＢ３Ｅ      クロック１５ （ＫＬ５Ｃ８０１２のクロック ５＋２＋２＝９） 

 １８０．ＳＲＬ ｒと同じ動作を（ＨＬ）について行います。フラグは１５６．ＲＬＣ ｒと同じです。 

 

１８２． ＳＲＬ （ＩＸ＋ｄ）    コード ＤＤＣＢ××３Ｅ クロック２３ （ＫＬ５Ｃ８０１２のクロック ７＋４＋２＝１３） 

 １８０．ＳＲＬ ｒと同じ動作を（ＩＸ＋ｄ）について行います。フラグは１５６．ＲＬＣ ｒと同じです。 

 

１８３． ＳＲＬ （ＩＹ＋ｄ）   コード ＦＤＣＢ××３Ｅ  クロック２３ （ＫＬ５Ｃ８０１２のクロック ７＋４＋２＝１３） 

 １８０．ＳＲＬ ｒと同じ動作を（ＩＹ＋ｄ）について行います。フラグは１５６．ＲＬＣ ｒと同じです。 

 

１８４． ＲＬＤ         コード ＥＤ６Ｆ        クロック１８ （ＫＬ５Ｃ８０１２のクロック ５＋２＋２＝９） 

 アキュムレータＡとメモリ（ＨＬ）との間で下図のようなデータの交換が行われます。まず（ＨＬ）の下４ビットが上４ビットへ移され、（Ｈ

Ｌ）の上４ビットはＡの下４ビットへ移され、Ａの下４ビットは（ＨＬ）の下４ビットへ移されます。フラグはキャリーＣが変化しない点をのぞ

いて１５６．ＲＬＣ ｒと同じです。 

 

    ７   ４  ３   ０    ７   ４  ３   ０ 

    Ａレジスタ                    （ＨＬ） 

 

１８５． ＲＲＤ          コードＥＤ６７        クロック１８ （ＫＬ５Ｃ８０１２のクロック ５＋２＋２＝９） 

 （ＨＬ）の下位４ビットをＡの下位４ビットに移し、Ａの下位４ビットを（ＨＬ）の上位４ビットに移し、（ＨＬ）の上位４ビットを下位４ビットに

移します。フラグは１８４．ＲＬＤと同じです。 

 

    ７   ４  ３   ０    ７   ４  ３   ０ 

    Ａレジスタ                    （ＨＬ） 

 

Ⅸ． ビットセット・リセット、テスト命令 

 

１８６． ＢＩＴ ｂ,ｒ     コード ＣＢｘｘ （ｘｘは下図参照） クロック８ （ＫＬ５Ｃ８０１２のクロック ２＋２＝４） 

  ｒレジスタのうちｂで指定したビットを調べ、それが０ならＺ＝１、１ならＺ＝０にします。Ｎ＝０、Ｈ＝１になりますが、Ｐ／Ｖ、Ｓは不定で

す。 

 

 ｘｘ（８ビット）の内容     ｂｂｂ   ビット位置    ｒｒｒ   レジスタ   

  01 ｂｂｂ ｒｒｒ        ０００    ０        ０００   Ｂ    

                  ００１    １        ００１   Ｃ    

                  ０１０    ２        ０１０   Ｄ    

                  ０１１    ３        ０１１   Ｅ   

                  １００    ４        １００   Ｈ  

                  １０１    ５        １０１   Ｌ 

                  １１０    ６        １１１   Ａ   

                  １１１    ７   

                                         

（例）Ｄレジスタのビット５を調べる命令コードは、ｂｂｂ＝１０１、ｒｒｒ＝０１０なので、ＣＢ６Ａになります。 

（６Ａ＝０１１０１０１０） 

 

１８７． ＢＩＴ ｂ,（ＨＬ） コード ＣＢｘｘ （ｘｘは下図参照） クロック１２（ＫＬ５Ｃ８０１２のクロック ３＋２＋１＝６）  

 （ＨＬ）のうちビットｂの状態を調べます。動作、フラグについては１８６．ＢＩＴ ｂ，ｒと同じです。                                 
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ｘｘ（８ビット）の内容 

 01 ｂｂｂ 110     ｂｂｂは１８６．の表参照 

 

（例）ビット３のチェックならコードはＣＢ５Ｅになります。 

 

１８８． ＢＩＴ ｂ,（ＩＸ＋ｄ） コード ＤＤＣＢ××ｘｘ （ｘｘは下図参照） クロック２０（ＫＬ５Ｃ８０１２のクロック ５＋４＋１＝１０） 

  （ＩＸ＋ｄ）のうちビットｂの状態を調べます。××は増分ｄです。動作、フラグについては１８６．.ＢＩＴ ｂ,r と同じです。 

                                      

ｘｘ（８ビット）の内容 

 01 ｂｂｂ 110     ｂｂｂは１８６．の表参照 

 

１８９． ＢＩＴ ｂ,（ＩＹ＋ｄ） コード ＦＤＣＢ××ｘｘ （ｘｘは下図参照） クロック２０（ＫＬ５Ｃ８０１２のクロック ５＋４＋１＝１０） 

 

  （ＩＹ＋ｄ）のうちビットｂの状態を調べます。××は増分ｄです。動作、フラグについては１８６．ＢＩＴ ｂ,r と同じです。 

                                      

ｘｘ（８ビット）の内容 

 01 ｂｂｂ 110     ｂｂｂは１８６．の表参照 

  

１９０． ＳＥＴ ｂ,ｒ     コード ＣＢｘｘ （ｘｘは下図参照）  クロック８（ＫＬ５Ｃ８０１２のクロック ２＋２＝４） 

 

 レジスタｒのビットｂをセットします。フラグは変化しません。 

 

ｘｘ（８ビット）の内容 

 11 ｂｂｂ ｒｒｒ     ｂｂｂ、ｒｒｒは１８６．の表参照 

 

１９１． ＳＥＴ ｂ,（ＨＬ） コード ＣＢｘｘ （ｘｘは下図参照）クロック１５（ＫＬ５Ｃ８０１２のクロック ５＋２＋２＝９） 

 

 ＨＬのビットｂをセットします。 

                                      

ｘｘ（８ビット）の内容 

 11 ｂｂｂ 110     ｂｂｂは１８６．の表参照 

  

１９２． ＳＥＴ ｂ,（ＩＸ＋ｄ） コード ＤＤＣＢ××ｘｘ （ｘｘは下図参照） クロック 23（ＫＬ５Ｃ８０１２のクロック ７＋４＋２＝１３） 

 

  （ＩＸ＋ｄ）のビットｂをセットします。××は増分ｄです。 

                                       

ｘｘ（８ビット）の内容 

 11 ｂｂｂ 110     ｂｂｂは１８６．の表参照 

  

１９３． ＳＥＴ ｂ,（ＩＹ＋ｄ） コード ＦＤＣＢ××ｘｘ （ｘｘは下図参照） クロック 23（ＫＬ５Ｃ８０１２のクロック ７＋４＋２＝１３） 

  （ＩＹ＋ｄ）のビットｂをセットします。××は増分ｄです。 

                                      

ｘｘ（８ビット）の内容 

 11 ｂｂｂ 110     ｂｂｂは１８６．の表参照 

       

１９４．ＲＥＳ ｂ,ｒ      コード ＣＢｘｘ （ｘｘは下図参照）   クロック８（ＫＬ５Ｃ８０１２のクロック ２＋２＝４） 

 レジスタｒのビットｂをリセットします。フラグは変化しません。 

  

ｘｘ（８ビット）の内容 

 10 ｂｂｂ ｒｒｒ     ｂｂｂ、ｒｒｒは１８６．の表参照 

 

１９５． ＲＥＳ ｂ,（ＨＬ） コード ＣＢｘｘ （ｘｘは下図参照） クロック１５（ＫＬ５Ｃ８０１２のクロック ５＋２＋２＝９）   

 （ＨＬ）のビットｂをリセットします。 

                                      

ｘｘ（８ビット）の内容 

 10 ｂｂｂ 110     ｂｂｂは１８６．の表参照 

  

１９６． ＲＥＳ ｂ,（ＩＸ＋ｄ） コード ＤＤＣＢ××ｘｘ （ｘｘは下図参照） クロック２３（ＫＬ５Ｃ８０１２のクロック ７＋４＋２＝１３） 

 （ＩＸ＋ｄ）のビットｂをリセットします。××は増分ｄです。 
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ｘｘ（８ビット）の内容 

 10 ｂｂｂ 110     ｂｂｂは１８６．の表参照 

                         

１９７． ＲＥＳ ｂ,（ＩＹ＋ｄ） コード ＦＤＣＢ××ｘｘ （ｘｘは下図参照）  クロック２３（ＫＬ５Ｃ８０１２のクロック ７＋４＋２＝１３） 

  （ＩＹ＋ｄ）のビットｂをリセットします。××は増分ｄです。 

                                      

ｘｘ（８ビット）の内容 

 10 ｂｂｂ 110     ｂｂｂは１８６．の表参照 

  

 

Ⅹ． ジャンプ命令  このグループの命令は、フラグに影響を与えません。 

 

１９８． ＪＰ ｎｎ       コード Ｃ３××××    クロック１０ （ＫＬ５Ｃ８０１２のクロック ３＋３＝６） 

 １６ビットのデータｎｎで示されるアドレスにジャンプします。（８０８０ニーモニック ＪＭＰ Ｂ3Ｂ2 ） 

  ××××については、８．ＬＤ Ａ,（ＤＥ）参照。 

 ジャンプ先アドレスとしては命令コードの第一バイトが書かれているアドレスを指定します。オペランドを含めて２バイト以上の長さの

命令の第一バイト以外の途中のアドレスを指定するとジャンプ命令の実行後に暴走してしまいます。   

 

１９９． ＪＰ ＮＺ,ｎｎ    コード Ｃ２××××    クロック１０ （ＫＬ５Ｃ８０１２のクロック ３＋３＝６） 

 Ｚフラグがセットされていなければｎｎへジャンプします。（８０８０ニーモニック ＪＮＺ Ｂ3Ｂ2 ） 

 ジャンプ先アドレスについては１９８．ＪＰ ｎｎを参照してください。 

 

２００． ＪＰ Ｚ,ｎｎ     コード ＣＡ××××    クロック１０ （ＫＬ５Ｃ８０１２のクロック ３＋３＝６） 

 Ｚフラグがセットされていたらｎｎへジャンプします。（８０８０ニーモニック ＪＺ Ｂ3Ｂ2 ） 

 ジャンプ先アドレスについては１９８．ＪＰ ｎｎを参照してください。 

 

２０１． ＪＰ ＮＣ,ｎｎ    コード Ｄ２××××    クロック１０ （ＫＬ５Ｃ８０１２のクロック ３＋３＝６） 

 Ｃフラグがセットされていなければｎｎへジャンプします。（８０８０ニーモニック ＪＮＣ Ｂ3Ｂ2 ） 

 ジャンプ先アドレスについては１９８．ＪＰ ｎｎを参照してください。 

 

２０２．  ＪＰ Ｃ,ｎｎ     コード ＤＡ××××   クロック１０ （ＫＬ５Ｃ８０１２のクロック ３＋３＝６） 

 Ｃフラグがセットされていたらｎｎへジャンプします。（８０８０ニーモニック ＪＣ Ｂ3Ｂ2 ） 

 ジャンプ先アドレスについては１９８．ＪＰ ｎｎを参照してください。 

 

２０３． ＪＰ ＰＯ,ｎｎ    コード Ｅ２××××    クロック１０ （ＫＬ５Ｃ８０１２のクロック ３＋３＝６） 

 Ｐ／Ｖフラグがセットされていなければｎｎへジャンプします。（８０８０ニーモニック ＪＰＯ Ｂ3Ｂ2 ） 

 ジャンプ先アドレスについては１９８．ＪＰ ｎｎを参照してください。 

 

２０４．  ＪＰ ＰＥ,ｎｎ    コード ＥＡ××××   クロック１０ （ＫＬ５Ｃ８０１２のクロック ３＋３＝６） 

 Ｐ／Ｖフラグがセットされていたらｎｎへジャンプします。（８０８０ニーモニック ＪＰＥ Ｂ3Ｂ2 ） 

 ジャンプ先アドレスについては１９８．ＪＰ ｎｎを参照してください。 

 

２０５． ＪＰ Ｐ,ｎｎ     コード Ｆ２××××    クロック１０ （ＫＬ５Ｃ８０１２のクロック ３＋３＝６） 

 Ｓフラグがセットされていなければｎｎへジャンプします。（８０８０ニーモニック ＪＰ Ｂ3Ｂ2 ） 

 ジャンプ先アドレスについては１９８．ＪＰ ｎｎを参照してください。 

 

２０６． ＪＰ Ｍ,ｎｎ     コード ＦＡ××××    クロック１０ （ＫＬ５Ｃ８０１２のクロック ３＋３＝６） 

 Ｓフラグがセットされていたらｎｎへジャンプします。（８０８０ニーモニック ＪＭ Ｂ3Ｂ2 ） 

 ジャンプ先アドレスについては１９８．ＪＰ ｎｎを参照してください。 

 

２０７．  ＪＲ ｅ        コード １８××      クロック１２ （ＫＬ５Ｃ８０１２のクロック ３＋２＝５） 

 この命令の書かれている番地からｅ番地先へジャンプします。なお、命令のオペランド部（××）にはｅ－２を書きます。下のように５

バイト先にジャンプさせたい時オペランドは、５－２＝３となります。 

 ジャンプ先アドレスとしては命令コードの第一バイトが書かれているアドレスを指定します。オペランドを含めて２バイト以上の長さの

命令の第一バイト以外の途中のアドレスを指定するとジャンプ命令の実行後に暴走してしまいます。   

 ＋方向に進むときオペランドには００～７Ｆ（０～１２７）の範囲の数を使います。ＦＥ～８０（－２～－１２８）を使うと－方向にジャンプ

します。ＦＥ（－２）は無限ループになります。ＦＦ（－１）は使えません（暴走します）。 
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 アドレス  命令コード                                   

  ８０１０  １８０３ 

  ８０１２      

  ８０１３ 

  ８０１４ 

  ８０１５           ここにジャンプする 

          

２０８．  ＪＲ Ｃ,ｅ コード ３８×× クロック７(C=0) または１２(C=1) （ＫＬ５Ｃ８０１２のクロック ２＋２＝４または３＋２＝５） 

  Ｃフラグがセットされていればｅ番地先へジャンプします。ｅ、××については２０７．ＪＲ ｅ参照。 

 

２０９． ＪＰ ＮＣ,ｅ コード ３０×× クロック７(C=0) または１２(C=1) （ＫＬ５Ｃ８０１２のクロック ２＋２＝４または３＋２＝５）  

  Ｃフラグがセットされていなければｅ番地先へジャンプします。ｅ、××については２０７．ＪＲ ｅ参照。 

 

２１０．  ＪＲ Ｚ,ｅ  コード ２８×× クロック７(Ｚ=0) または１２(Ｚ=1) （ＫＬ５Ｃ８０１２のクロック ２＋２＝４または３＋２＝５） 

  Ｚフラグがセットされていればｅ番地先へジャンプします。ｅ、××については２０７．ＪＲ ｅ参照。 

 

２１１． ＪＲ ＮＺ,ｅ コード ２０×× クロック７(Ｚ=１) または１２(Ｚ=０) （ＫＬ５Ｃ８０１２のクロック ２＋２＝４または３＋２＝５）  

  Ｚフラグがセットされていなければｅ番地先へジャンプします。ｅ、××については２０７．ＪＲ ｅ参照。 

 

２１２． ＪＰ （ＨＬ）     コード Ｅ９        クロック４ （ＫＬ５Ｃ８０１２のクロック １＋１＝２） 

 ペアレジスタＨＬの内容をプログラムカウンタＰＣにロードします。つまりＨＬで示されるアドレスへジャンプします。（８０８０ニーモニッ

ク ＰＣＨＬ） 

 

２１３． ＪＰ （ＩＸ）     コード ＤＤＥ９      クロック８ （ＫＬ５Ｃ８０１２のクロック ２＋２＝４） 

 インデックスレジスタＩＸで示されるアドレスへジャンプします。 

 

２１４． ＪＰ （ＩＹ）     コード ＦＤＥ９      クロック８ （ＫＬ５Ｃ８０１２のクロック ２＋２＝４） 

 インデックスレジスタＩＹで示されるアドレスへジャンプします。 

 

２１５． ＤＪＮＺ ｅ  コード １０×× クロック ８(B=0)または１３(B≠0) （ＫＬ５Ｃ８０１２のクロック ２＋２＝４） 

  少しかわった命令です。Ｂレジスタから１を引き、その結果が０でなければｅ番地先へジャンプします。（ｅ、××については２０７．Ｊ

Ｒ ｅ参照） 

 例えば、ある処理を何回か繰り返し行うようなプログラムに利用します。Ｂレジスタに繰り返し回数を入れて使用します。 

 

ⅩⅠ． コール、リターン命令  このグループの命令はフラグに影響を与えません。 

 

２１６． ＣＡＬＬ ｎｎ      コード ＣＤ×××× クロック１７ （ＫＬ５Ｃ８０１２のクロック ５＋３＋２＝１０） 

 ｎｎで示されるアドレスからはじまるサブルーチンをコールします。なおこのとき、このＣＡＬＬ命令の次の命令のアドレスがスタックに

退避されます。この結果ＳＰは２減じられます。サブルーチンの最後にリターン命令を使うとスタックに退避されていたアドレスがＰＣに

入れられて、その結果コール命令の次の命令のアドレスへ戻って処理が続けられます。（８０８０ニーモニック ＣＡＬＬ Ｂ3Ｂ2 ） 

 

２１７． ＣＡＬＬ ＮＺ,ｎｎ  コード Ｃ４×××× クロック １０(Z=1)または１７(Z=0)  （ＫＬ５Ｃ８０１２のクロック ３＋３＝６または５＋

３＋２＝１０）  

 Ｚフラグがセットされていなければｎｎからはじまるサブルーチンをコールします。 

（８０８０ニーモニック ＣＮＺ Ｂ3Ｂ2 ） 

  

２１８．  ＣＡＬＬ Ｚ,ｎｎ  コード ＣＣ×××× クロック １０(Z=０)または１７(Z=１)  （ＫＬ５Ｃ８０１２のクロック ３＋３＝６または５＋

３＋２＝１０） 

  Ｚフラグがセットされていたらｎｎからはじまるサブルーチンをコールします。 

（８０８０ニーモニック ＣＺ Ｂ3Ｂ2 ） 

  

２１９． ＣＡＬＬ ＮＣ,ｎｎ コード Ｄ４×××× クロック １０(Ｃ=1)または１７(Ｃ=0)  （ＫＬ５Ｃ８０１２のクロック ３＋３＝６または５＋

３＋２＝１０） 

  Ｃフラグがセットされていなければｎｎからはじまるサブルーチンをコールします。 

（８０８０ニーモニック ＣＮＣ Ｂ3Ｂ2 ） 

 

２２０．  ＣＡＬＬ Ｃ,ｎｎ コード ＤＣ×××× クロック １０(Ｃ=０)または１７(Ｃ=１)  （ＫＬ５Ｃ８０１２のクロック ３＋３＝６または５＋

３＋２＝１０） 

  Ｃフラグがセットされていたらｎｎからはじまるサブルーチンをコールします。 
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（８０８０ニーモニック ＣＣ Ｂ3Ｂ2 ） 

 

２２１． ＣＡＬＬ ＰＯ,ｎｎ コード Ｅ４×××× クロック １０(P/V=1)または１７(P/V=0) （ＫＬ５Ｃ８０１２のクロック ３＋３＝６または５

＋３＋２＝１０） 

  Ｐ／Ｖフラグがセットされていなければｎｎからはじまるサブルーチンをコールします。 

（８０８０ニーモニック ＣＰＯ Ｂ3Ｂ2 ） 

 

２２２．  ＣＡＬＬ ＰＥ,ｎｎ コード ＥＣ×××× クロック １０(P/V=0)または１７(P/V=1)（ＫＬ５Ｃ８０１２のクロック ３＋３＝６または５

＋３＋２＝１０） 

   Ｐ／Ｖフラグがセットされていたらｎｎからはじまるサブルーチンをコールします。 

（８０８０ニーモニック ＣＰＥ Ｂ3Ｂ2 ） 

 

２２３． ＣＡＬＬ Ｐ,ｎｎ  コード Ｆ４××××  クロック １０(S=1)または１７(S=0)  （ＫＬ５Ｃ８０１２のクロック ３＋３＝６または５＋

３＋２＝１０） 

  Ｓフラグがセットされていなければｎｎからはじまるサブルーチンをコールします。 

（８０８０ニーモニック ＣＰ Ｂ3Ｂ2 ） 

 

２２４．  ＣＡＬＬ Ｍ,ｎｎ コード ＦＣ××××  クロック １０(S=0)または１７(S=1)  （ＫＬ５Ｃ８０１２のクロック ３＋３＝６または５＋

３＋２＝１０）  

  Ｓフラグがセットされていたらｎｎからはじまるサブルーチンをコールします。 

（８０８０ニーモニック ＣＭ Ｂ3Ｂ2 ） 

 

２２５． ＲＥＴ         コード Ｃ９      クロック１０ （ＫＬ５Ｃ８０１２のクロック ３＋１＋２＝６） 

 スタックのトップに退避されていたアドレスデータをＰＣに入れ、そのアドレスにリターンします。この結果ＰＣは＋２されます。（８０８０

ニーモニック ＲＥＴ） 

 

２２６． ＲＥＴ ＮＺ  コード Ｃ０ クロック５(Z=1)または１１(Z=0)  （ＫＬ５Ｃ８０１２のクロック ２＋１＝３または４＋１＋２＝７）  

  Ｚフラグがセットされていなければリターンします。（８０８０ニーモニック ＲＮＺ） 

 

２２７．  ＲＥＴ Ｚ  コード Ｃ８ クロック５(Z=0) または１１(Z=1) （ＫＬ５Ｃ８０１２のクロック ２＋１＝３または４＋１＋２＝７）  

  Ｚフラグがセットされていたらリターンします。（８０８０ニーモニック ＲＺ） 

 

２２８． ＲＥＴ ＮＣ コード Ｄ０ クロック５(C=1)または１１(C=0)  （ＫＬ５Ｃ８０１２のクロック ２＋１＝３または４＋１＋２＝７）  

  Ｃフラグがセットされていなければリターンします。（８０８０ニーモニック ＲＮＣ） 

 

２２９．  ＲＥＴ Ｃ コード Ｄ８  クロック５(C=0)または１１(C=1)  （ＫＬ５Ｃ８０１２のクロック ２＋１＝３または４＋１＋２＝７） 

  Ｃフラグがセットされていたらリターンします。（８０８０ニーモニック ＲＣ） 

 

２３０． ＲＥＴ ＰＯ コード Ｅ０ クロック５(P/V=1)または１１(P/V=0) （ＫＬ５Ｃ８０１２のクロック ２＋１＝３または４＋１＋２＝７）  

 Ｐ／Ｖフラグがセットされていなければリターンします。（８０８０ニーモニック ＲＰＯ） 

 

２３１．  ＲＥＴ ＰＥ コード Ｅ８ クロック５(P/V=0)または１１(P/V=1)   （ＫＬ５Ｃ８０１２のクロック ２＋１＝３または４＋１＋２＝７） 

  Ｐ／Ｖフラグがセットされていたらリターンします。（８０８０ニーモニック ＲＰＥ） 

 

２３２． ＲＥＴ Ｐ   コード Ｆ０ クロック５(S=1)または１１(S=0)  （ＫＬ５Ｃ８０１２のクロック ２＋１＝３または４＋１＋２＝７）  

  Ｓフラグがセットされていなければリターンします。（８０８０ニーモニック ＲＰ） 

 

２３３． ＲＥＴ Ｍ  コード Ｆ８ クロック５(S=0)または１１(S=1)  （ＫＬ５Ｃ８０１２のクロック ２＋１＝３または４＋１＋２＝７）  

  Ｓフラグがセットされていたらリターンします。（８０８０ニーモニック ＲＭ） 

 

２３４． ＲＥＴＩ         コード ＥＤ４Ｄ       クロック１４ （ＫＬ５Ｃ８０１２のクロック ７＋２＋２＝１１） 

 割込みサービスルーチンの最後に使用します。割込み処理を終了してもとのプログラムに戻るとともに、割込み発生元（Ｚ８０ファミ

リーＩＣまたは割込みコントローラ）に割込み処理の終了を知らせます。 

 

２３５． ＲＥＴＮ        コード ＥＤ４５      クロック１４ （ＫＬ５Ｃ８０１２のクロック ４＋２＋２＝８） 

 ノンマスカブルインタラプト処理ルーチンの最後に使用します。 

 

２３６． ＲＳＴ ｎ（ｎ＝０～７） コード（下表）      クロック１１ （ＫＬ５Ｃ８０１２のクロック ４＋１＋２＝７） 

 １バイトで実行できるコール命令です。ただしコールできるアドレスは下表の８種に固定されています。 
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（８０８０ニーモニック ＲＳＴ ｎ）  

   

 ニーモニック コード アドレス  

   ＲＳＴ ０   Ｃ７  ００００  

   ＲＳＴ １   ＣＦ  ０００８    

   ＲＳＴ ２   Ｄ７  ００１０  

   ＲＳＴ ３   ＤＦ  ００１８  

   ＲＳＴ ４   Ｅ７  ００２０  

   ＲＳＴ ５   ＥＦ  ００２８  

   ＲＳＴ ６   Ｆ７  ００３０  

   ＲＳＴ ７   ＦＦ  ００３８  

 例えば、ＲＳＴ ３( コードＤＦ）は、ＣＡＬＬ ＄００１８（コードＣＤ１８００）と同じ動作になります。 

 

ⅩⅡ． 入出力命令 

 

２３７． ＩＮ Ａ,（ｎ）     コード ＤＢ××       クロック１１ （ＫＬ５Ｃ８０１２のクロック ４＋２＋１＝７） 

 ｎで指定されるアドレスのＩ／ＯデバイスからデータをアキュムレータＡに入力します。フラグは変化しません。（８０８０ニーモニック Ｉ

Ｎ Ｂ2 ） 

 

２３８． ＩＮ ｒ,（Ｃ）     コード （表２６）        クロック１２ （ＫＬ５Ｃ８０１２のクロック ４＋２＋１＝７） 

 レジスタＣの内容で指定されるアドレスのＩ／Ｏデバイスからｒレジスタにデータを入力します。N=0 、H=0 になりますがＣフラグは

変化しません。入力データが０のときＺ＝１、マイナスのときＳ＝１になります。また入力データのビット１の数が偶数のときＰ／Ｖ＝１

になります 

    （表２６） 

  ｒ 

  Ｂ  ＥＤ４０ 

  Ｃ  ＥＤ４８ 

  Ｄ  ＥＤ５０ 

  Ｅ  ＥＤ５８ 

  Ｈ  ＥＤ６０ 

  Ｌ  ＥＤ６８ 

  Ａ  ＥＤ７８ 

 

 

２３９． ＩＮＩ          コード ＥＤＡ２        クロック１６ （ＫＬ５Ｃ８０１２のクロック ５＋２＋２＝９） 

 レジスタＣで指定する I/O デバイスからデータを入力し HL レジスタで指定するメモリに転送します。この後にレジスタＢの内容を－

１しＨＬの内容を＋１します。Ｎ＝１。Ｃは変化しません。Ｂが０になればＺ＝１。他のフラグは不定です。 

 

２４０． ＩＮＩＲ  コード ＥＤＢ２ クロック１６(B=0)または２１(B≠0)（ＫＬ５Ｃ８０１２のクロック ６＋２＋２＝１０） 

 上記２３９．.ＩＮＩと同じ動作をしますがＢが０になるまで繰り返し実行されます。Ｃは変化しません。Ｎ＝１、Ｚ＝１、他は不定。 

 

２４１． ＩＮＤ         コード ＥＤＡＡ       クロック１６ （ＫＬ５Ｃ８０１２のクロック ５＋２＋２＝９） 

 ２３９．ＩＮＩと同じ動作ですが違うところは最後にＨＬレジスタが＋１されるのではなく－１される点です。フラグは２３９．ＩＮＩと同じで

す。 

 

２４２． ＩＮＤＲ コード ＥＤＢＡ クロック１６(B=0)または２１(B≠0) （ＫＬ５Ｃ８０１２のクロック ６＋２＋２＝１０） 

 ２４０．ＩＮＩＲと同じ動作ですがＨＬレジスタは－１されて行きます。フラグは２４０．ＩＮＩＲと同じです。 

 

２４３． ＯＵＴ （ｎ）,Ａ    コード Ｄ３××     クロック１１ （ＫＬ５Ｃ８０１２のクロック ４＋２＋１＝７） 

 ｎで指定されるアドレスのＩ／ＯデバイスにＡレジスタのデータを出力します。フラグは変化しません。 

（８０８０ニーモニック ＯＵＴ Ｂ2 ） 

 

２４４． ＯＵＴ （Ｃ）,ｒ    コード （表２７）     クロック１２ （ＫＬ５Ｃ８０１２のクロック ４＋２＋１＝７） 

 レジスタＣで指定する I/O デバイスにレジスタｒの内容が出力されます。フラグは変化しません。 
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    （表２７） 

  ｒ 

  Ｂ  ＥＤ４１ 

  Ｃ  ＥＤ４９ 

  Ｄ  ＥＤ５１ 

  Ｅ  ＥＤ５９ 

  Ｈ  ＥＤ６１ 

  Ｌ  ＥＤ６９ 

  Ａ  ＥＤ７９ 

 

２４５． ＯＵＴＩ        コード ＥＤＡ３       クロック１６ （ＫＬ５Ｃ８０１２のクロック ５＋２＋２＝９） 

 レジスタＣで指定する I/O デバイスにＨＬレジスタで示されるメモリの内容が出力されます。このあとＢレジスタの内容が－１され、Ｈ

Ｌの内容は＋１されます。フラグは２３９．ＩＮＩと同じです。 

 

２４６． ＯＴＩＲ コード ＥＤＢ３ クロック１６(B=0)または２１(B≠0) （ＫＬ５Ｃ８０１２のクロック ７＋２＋２＝１１） 

 上記２４５．ＯＵＴＩと同じ動作をしますがＢが０になるまで繰り返し実行されます。フラグは２４０．ＩＮＩＲと同じです。 

 

２４７． ＯＵＴＤ        コード ＥＤＡＢ       クロック１６ （ＫＬ５Ｃ８０１２のクロック ５＋２＋２＝９） 

 上記２４５．ＯＵＴＩと同じ動作をしますがＨＬは＋１されるのではなく－１されます。フラグは２３９．ＩＮＩと同じです。 

 

２４８． ＯＴＤＲ コード ＥＤＢＢ クロック１６(B=0)または２１(B≠0)（ＫＬ５Ｃ８０１２のクロック ７＋２＋２＝１１） 

 上記２４６．ＯＴＩＲと同じ動作をしますがＨＬは－１されて行きます。フラグは２４０．ＩＮＩＲと同じです。 

 

ⅩⅢ． 割込制御 

       

２４９． ＤＩ          コード Ｆ３        クロック４  （ＫＬ５Ｃ８０１２のクロック ２＋１＝３）         

 

 割込を禁止します。ＤＩ命令の実行後はＩＮＴ信号が入力されても新たな割込は発生しません。 

リセット後は割込禁止状態になります。（ＤＩ） 

 

２５０． ＥＩ          コード ＦＢ        クロック４ （ＫＬ５Ｃ８０１２のクロック ２＋１＝３） 

 ＥＩ命令が実行されると、その次の命令の実行後から割込が受け付け可能状態になります。 

 ＥＩ命令の実行後ではなくて、その次の命令の実行後から、割込みの受け付けが可能になるようにしている理由は、割込み処理プロ

グラムの最後は通常ＲＥＴ命令で終わっているために、もしＥＩ命令の実行後に割込みの受け付けが可能になっていると、割込み処理

が終わってメインプログラムに戻るためのＲＥＴ命令が実行される前に次の割込みが受け付けられてしまい、二重に割込みが実行さ

れてしまう可能性が出てくることを避けるためです。（ＥＩ） 

 

２５１． ＩＭ ０         コード ＥＤ４６     クロック８ （ＫＬ５Ｃ８０１２のクロック ２＋２＝４） 

 Ｚ８０のマスク可能な割込みはモード０、モード１、モード２の３種類あります。ＩＭ ０の実行によってモード０の割込みが選択されま

す。モード０の割込みは８０８０の割込みと同じ動作になります。ＩＮＴ信号の入力とともに、データバスにＲＳＴ ０～ＲＳＴ ７の命令コ

ードを入力することによって、００００から８番地とびに置かれた割込み処理プログラムが実行されます。ＲＳＴ命令については２３６．Ｒ

ＳＴ ｎ を参照してください。 

 リセット後はモード０が選択されます。 

  

２５２． ＩＭ １         コード ＥＤ５６     クロック８ （ＫＬ５Ｃ８０１２のクロック ２＋２＝４）  

 マスク可能な割込みをモード１に設定します。モード０はＩＮＴ信号とともにデータバスにＲＳＴ ０～ＲＳＴ ７の命令コードを入力する

ことで８通りの割込み処理ルーチンを選択できますが、モード１はそのうちのＲＳＴ ７割込み動作に特化した割込みモードです。 

モード１はＩＮＴ信号の入力によってつねに００３８番地の割込み処理プログラムが実行されますが、そのときデータバスに命令コー

ドを入力する必要はなく、ＩＮＴ信号のみで割込み処理が行われます。 

 

２５３． ＩＭ ２         コード ＥＤ５Ｅ     クロック８ （ＫＬ５Ｃ８０１２のクロック ２＋２＝４） 

 モード２は割込みベクタレジスタ（Ｉレジスタ）を使う高度な割込み処理モードです。 

あらかじめ割込み処理プログラムアドレスを配置したテーブルをメモリ内に用意しておき、そのテーブルアドレスの上位アドレスをＩ

レジスタに入れておきます。ＩＮＴ割込みとともにデータバスに、テーブルアドレスの下位アドレスを入力することによって、メモリの広い

範囲に数を制限されることなく必要な割込み処理プログラムを置くことができます。 

       


